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個
性
が
生
み
出
す
竹
田
の
未
来
！
夢
が
目
標
に
進
化
す
る
１
年

特
集
・
平
成
24
年
度
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

春の行楽シーズンを前に、城下町の表玄関・ＪＲ豊後竹田駅のプラットホームの
建屋（旧旅客上家）が 88 年ぶりにリニューアルされました。城下町竹田の景観
に合わせた木造づくりで、屋根は瓦棒葺。屋根裏は、木構造の持つ力強さと美し
さが漂う空間となっています。市民をあげて取り組もうとしている『岡藩城下町
400 年祭』のオープニングに向けて花を添えていただきました。　 
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№ 85

城下町の表玄関は、出迎え準備完了

豊後竹田駅のプラットホームが
　　　  88年ぶりにリニューアル！

なおいり保育園の子ども神楽
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作 品
大募集

!

岡藩城下町４００年祭記念旅フォト竹田情感
コンテスト

竹田市長賞（１点）  賞金20万円
竹田市観光ツーリズム協会会長賞（１点）賞金３万円／竹
田商工会議所会頭賞（１点）賞金３万円／九州アルプス商
工会会長賞（１点）賞金３万円／入選（20点）竹田の特産品

岡藩城下町４００年祭が開催され
ている大分県竹田市の情感や旅を
テーマとした作品を募集します。

12／28㈮必着
締切日  2012年

岡藩子ども祭り
　子どもの日は城下町に子どもの歓声
が響き、きらびやかな岡藩の伝統文化
に城下町が彩られます

日時　５月５日㈯　子どもの日
場所　市街地城下町エリア
●お問い合せ
　岡藩城下町400祭推進協議会
　（竹田市企画情報課文化・地域振興室）
　☎63-1111〔内線221〕

〇三佐山車竹田巡行
〇竹田市子ども神楽
〇子ども甲冑武者行列
〇子ども夜市　ほか

速報
船村徹先生が名曲『サンチャゴの鐘』レコーディング！
　昭和48年に「作詞家・横井弘氏、作曲家・船村徹氏」
という黄金コンビが手掛けた名曲『サンチャゴの鐘』。
今回、岡藩城下町400年祭のテーマソングとして、船
村先生ご自身の歌唱により、復刻が実現することに
なりました。
　そして、迎えた3月22日。東京・サウンドインスタ
ジオ・Ａstで無事レコーディングが終了しました。
　「私にとってこの曲は〝捨てがたい曲〟です。よろし
くお願いします」と、船村先生から竹田市民のみなさ
んにコメントをいただきました。ＣＤの完成を心待
ちにしましょう！（日本コロムビア・７月発売予定） ↑レコーディング風景

サイズ
・白黒・カラー＝六ツ切（ワイド可）またはA４・組写真可（１組５枚以内）
・デジタルカメラの場合は800万画素以上（家庭用インクジェットプリント不可）

審　査
・竹田情感「旅」フォトコンテスト審査審査会
　（協力：日本写真企画 フォトコン編集部）

応募要項
題名、郵便番号、住所、氏名、電話番号、性別、年齢、撮影年月日、
撮影場所、コメント※撮影風景の気に入った点や撮影した場所の思
い出など200字以内を記載した紙（応募用紙※形式自由）を作品に添付

し、作品のデジタル データと共に、下記住所まで郵送してください。
・郵送内容
【①作品＋②作品のデジタルデータ※３MB以上（CD-R等）+③応募用紙】
・郵送先　〒870-0906  大分市大洲浜１-９-28   TMエンタテインメント
　　　　　竹田情感「旅」フォトコンテスト係宛

お問い合わせ
竹田市観光ツーリズム協会　☎0974-63-0585
詳細は「竹田旅フォト」ホームページまで　（「竹田旅フォト」で検索）
主催：竹田市・竹田市観光ツーリズム協会
共催：岡藩城下町400年祭推進協議会協力：フォトコン（日本写真企画）
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4 コミュニティの再生

↑牧野に広がりはじめる炎。３月22日、野焼き作業は復活しました。

　

宮
城
地
区
刈
小
野
の
共
有
地
「
刈
小

野
牧
野
」
で
は
、
昔
か
ら
野
焼
き
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
数
年
、
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
の
た
め
、
野
焼
き
作
業
に
欠
か

せ
な
い
「
輪
地
切
り
」、「
輪
地
焼
き
」

が
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

刈
小
野
自
治
会
は
、
こ
の
地
域
に
自

生
す
る
絶
滅
危
惧
種
「
ヤ
ツ
シ
ロ
ソ
ウ
」

を
守
ろ
う
と
、「
小
規
模
集
落
対
策
事
業
」

を
活
用
し
、
野
焼
き
継
続
の
条
件
整
備

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
24
日
に「
輪
地
切
り
作
業
」、

今
年
３
月
10
日
に
「
野
焼
き
作
業
道
の

整
備
」。
10
月
８
日
に「
輪
地
焼
き
作
業
」

を
経
て
、
つ
い
に
３
月
22
日
、
４
年
ぶ

り
に
野
焼
き
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

復
活
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
外
と
の
交

流
も
深
ま
り
、
地
域
に
活
気
も
甦
っ
て

き
た
よ
う
で
す
。

貴重な自然を守るため心をひとつに
　昨年９月24日、野焼きの防
火帯を整備するために行われ
た輪地切り作業。当日はふる
さと応援隊や久住みちくさ案
内人、竹田水害緊急治水ダム
建設協議会ほか、多くのボラ
ンティアの参加者が集まり、
４年ぶりに生い茂った草を刈
ることができました。

人口のうごき
　　　　　　　　　（前月比）
人　口　24,728　人（－32人）
男　性　11,524　人（－17人）
女　性　13,204　人（－15人）
世帯数　10,504世帯（－7世帯）

住民基本台帳登録
（平成24年２月29日現在）　

○岡藩城下町400年祭トピックス … 2

○シリーズ・コミュニティの再生… 3

特集・平成24年度の予算をお知らせします

個性が生み出す竹田の未来！
　夢が目標に進化する１年… 4

○監査公表…………………………… 9

〇未来をつくる社会資本整備………10

〇平成24年度竹田市人事異動………12

〇新消防庁舎の基本設計が完成……14

別冊　たけたん情報
４月のこよみ、ＴＣＴ特番情報　ほか

○ＴＡＫＥＴＡＮ ＦＡＣＥ　今月のひと

　森田政利（竹田市消防団員）………15

○竹田かわら版………………………16

〇岡城遺産⑨　中川久盛／歴史資料館・

市民ギャラリー水琴館のおしらせ…19

〇たけたんアンテナ

「行列の出来る」ラーメン屋
／竹田雑感　～景観研究の立場から

～／バート・クロツィンゲンのコー

ナー／いきいき興起………………20

○健康情報　保健だより……………22

○後期高齢者医療保険料率が改定され

ます…………………………………23

○今月のイントロダクション

　 ぼくたち・私たちの学び舎（久住中

学校）／まるごと博物館○79 ／図書館

のおしらせ４月／プクさん／誕生お

めでとう……………………………24

○市長コラム「有由有縁」第33回……26

〇第25回岡の里名水マラソン………27

〇郷土の植物○85 ／すくすく１歳／アッ

パレ！ 100歳（大久保タマヲ）／食育

レシピ………………………………28

シリーズ

刈
小
野
牧
野
が
４
年
ぶ
り
に
野
焼
き
復
活
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後
年
度
に
強
い
経
済
力
を

生
み
出
す
予
算

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
総
額

１
７
０
億
９
２
５
０
万
円
で
、
平
成
23
年
度

の
当
初
予
算
よ
り
７
億
８
１
０
０
万
円
（
前

年
度
比
△
４
・
４
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
を
基
軸
に「
農
村
回
帰
宣
言
」

に
よ
る
定
住
人
口
の
確
保
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
、「
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
核
と
し
た
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
」
の
実
現
な
ど
竹
田
市
な
ら
で
は
の
様
々

な
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
果
的
な
施
策
を

実
施
す
る
た
め
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
図

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
後
年
度
に
強
い
経
済
力
を
生
み
出

し
、
竹
田
市
の
発
展
に
資
す
る
と
思
わ
れ
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
取
り
組
む
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金

４
億
６
３
０
６
万
円
を
活
用

　

歳
入
は
市
税
や
使
用
料
な
ど
の
「
自
主
財

源
」
と
、
国
や
県
の
基
準
に
基
づ
く
「
依
存

財
源
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自
主
財
源
が
多

い
ほ
ど
、
市
独
自
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
、
行
政
活
動
の
自
主
性

と
安
定
性
が
確
保
さ
れ
ま
す
が
、
竹
田
市

の
自
主
財
源
は
35
億
６
０
４
万
円
で
約
20
・

５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
繰
入
金
は

６
億
６
４
３
万
円
で
前
年
度
よ
り
大
幅
な
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
市
の

貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
か
ら
取
り
崩
し

た
繰
入
金
４
億
６
３
０
６
万
円
を
財
源
不
足

に
充
て
て
お
り
、
財
源
不
足
を
繰
入
金
で
補

う
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
依
存
財
源
」
は
、
市
の
財
源
の

約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
一

定
の
行
政
基
準
を
保
つ
た
め
に
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
約
87
億
円
と
前
年
度

と
ほ
ぼ
同
水
準
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

公
債
費
は

２
億
１
０
９
万
円
減
少

　

歳
出
の
内
訳
を
円
グ
ラ
フ
の
「
性
質
別
」

と
横
棒
グ
ラ
フ
の
「
目
的
別
」
で
表
し
て
い

ま
す
。

　

性
質
別
歳
出
（
円
グ
ラ
フ
）
に
は
、「
義

務
的
経
費
」と「
投
資
的
経
費
」が
あ
り
ま
す
。

　
「
義
務
的
経
費
」
は
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
で
、
法
令
等
で
支
出
が
義
務
付
け
ら

れ
お
り
、
削
減
が
難
し
い
経
費
で
す
。
扶
助

費
は
毎
年
増
加
を
続
け
て
お
り
、
前
年
度
よ

夢
が
目
標
に
進
化
す
る
１
年

個
性
が
生
み
出
す
竹
田
の
未
来
！

↑なおいり保育園幼年消防クラブによる防火パレード。元気よ
く振り上げられる纏

まとい

に、このまちの未来を託してー

平
成
24
年
度
の
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

首
藤
市
長
は
市
政
の
方
向
性
と
し
て
、「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
」
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
竹
田
市
が
抱
え
た
諸
問

題
に
、
行
政
と
市
民
が
協
働
し
て
、
喫
緊
に
や
る
べ
き
姿
を
表
し
た
も
の
で
す
。
Ｔ
は
挑
戦
の
ト
ラ
イ
、
Ｏ
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
と
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、
Ｐ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
頭
文
字
で
す
が
、
竹
田
市
の
す
ば
ら
し
い
潜
在
能
力
に
火

を
灯
し
な
が
ら
着
実
な
歩
み
を
重
ね
れ
ば
、
必
ず
ト
ッ
プ
に
な
れ
る
、
全
国
区
へ
の
道
が
拓
か
れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
基
本
精
神
の
も
と
、
竹
田
な
ら
で
は
の
政
策
を
展
開
し
、「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
み
た
い
。
こ
の
ま
ち
に
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
〝
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
〟
を
目
指
し
ま
す
。
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り
約
５
２
０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
債
（
市
の
借
金
）
を
償
還
す
る

経
費
で
あ
る
公
債
費
は
、
前
年
度
よ
り
約

２
億
１
０
９
万
円
削
減
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
義
務
的
経
費
は
歳
出
全
体
の

50
％
を
超
え
て
お
り
、
自
由
に
使
え
る
財
源

が
少
な
い
硬
直
し
た
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
投
資
的
経
費
」
は
、
普
通
建
設
事
業
や

災
害
復
旧
事
業
費
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
道

路
や
公
共
施
設
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
の

よ
う
な
支
出
の
効
果
が
長
期
に
及
ぶ
経
費

で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

な
ど
が
終
了
し
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

７
億
５
４
８
１
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
以
降
、
竹
田
市
で
は
新

消
防
庁
舎
建
設
や
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
、
新
図
書
館
建
設
を
含
む
「
城
下
町
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
連
す
る
事
業
や
竹
田

幼
稚
園
の
移
転
な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

控
え
て
お
り
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

棒
グ
ラ
フ
で
表
し
て
い
る
目
的
別
歳
出
は
、

行
政
活
動
の
目
的
に
着
目
し
て
分
類
し
た
も

の
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
特
色
や
ど
の
よ
う

な
分
野
に
ど
れ
く
ら
い
の
経
費
が
使
わ
れ
た

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す

る
福
祉
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
経
費
で
あ
る

民
生
費
の
占
め
る
割
合
（
27
・
１
％
）
が
最

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平成24年度当初予算が３月定例会で可決
されましたので、その概要を市民の皆様
にお知らせします。

平成24年度  竹田市当初予算
一般会計
予算総額は 170億9,250万円

個性が生み出す竹田の未来！夢が目標に進化する１年

議会費  1億9,686万円（1.2%）

民生費
46億3,954万円
（27.1%）

衛生費
9億7,412万円（5.7%）

農林水産業費
20億743万円
（11.7%）

商工費
4億534万円（2.4%）

労働費 8,193万円（0.5%） 土木費
12億1,420万円（7.1%）

災害復旧費
3億7,423万円（2.2%）

予備費
2,000万円（0.1%）

教育費
15億2,330万円（8.9%）

公債費
24億6,431万円
（14.4%）

消防費
7億3,373万円（4.3%）

総務費
24億5,751万円
（14.4%）

●歳出（目的・横棒グラフ）

歳 出 歳 入

人件費
41億3,200万円
（24.2%）

繰入金
6億643万円
（3.5%）

使用料など
10億5,575万円
（6.2%）

地方交付税
87億円
（ 50.9%）地方譲与税など

5億9,150万円
（3.5%）

依存財源
135億8,646万円（79.5%）

自主財源
35億604万円（ 20.5%）

国庫支出金
16億7,288万円
（9.8%）

県支出金
15億9,358万円（9.3%）

市債
10億2,850万円（6.0%）

義務的経費
87億6,642万円
（51.3%）

市税
18億4,386万円
（10.8%）

投資的経費
20億7,208万円（12.1%）

扶助費
21億7,011万円
（12.7%）

公債費
24億6,431万円
（14.4%）

災害復旧費
3億7,424万円
（2.2%）

物件費
25億5,980万円
（15.0%）

維持補修費
2億3,143万円
（1.4%）

補助費等
13億3,203万円
（7.8%）

積立金等
1億7,738万円
（1.0%）

繰出金
19億3,336万円
（11.3%）

予備費
2,000万円（0.1%）

普通建設事業費
16億9,784万円
（9.9%）

●歳出（性質別・円グラフ） ●歳入（性質別・円グラフ）
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●特別会計
特別会計名 当初予算額

竹田市立こども診療所特別会計 6,450万円
畜産開発事業特別会計 1,617万円
長湯温泉療養文化館特別会計 4,913万円
国民健康保険特別会計 39億145万円
後期高齢者医療特別会計 4億69万円
介護保険特別会計 36億9,094万円
簡易水道事業特別会計 2億6,457万円
農業集落排水事業特別会計 1億1,847万円
浄化槽整備推進事業特別会計 2億2,266万円
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 3億2,865万円
国民宿舎直入荘事業特別会計 7,913万円

特別
会計 総額91億3,636万円で、前年比5.9％増

市民１人あたりの市税負担

74,566円
市民税…………………29,899 円
固定資産税……………34,686 円
軽自動車税  ……………2,944 円
市たばこ税  ……………5,470 円
入湯税 ……………………729 円
都市計画税 ………………838 円

市民１人あたりに使われるお金 691,221円
民生費 高齢者や障がい者福祉、子育て支援など 187,623 円
公債費 市が借りている借金の返済 99,657 円
総務費 税、選挙、市役所の運営など 99,382 円
農林水産業費 農業や林業の振興 81,181 円
教育費 幼稚園や学校教育、文化・スポーツ振興など 61,602 円
土木費 道路や河川、市営住宅や公園の整備など 49,102 円
衛生費 保健衛生、ごみやし尿処理など 39,393 円
消防費 消防業務、消防団活動など 29,672 円
商工費 商工観光業の振興 16,392 円
災害復旧費 災害の復旧 15,134 円
議会費 市議会の運営 7,961 円
労働費 雇用対策など 3,313 円
予備費 809 円

　上の表は、市民１人あたりの予算を分野ごとに表したものです。最も大きい割合を占める
民生費は１人あたり187,623円です。続いて公債費が大きく、今年度は１人あたり99,657円を
市が借りたお金の償還にあてることとしています。
　一方、右上の表は市民１人あたりの市税の負担を表しており、今年度は74,566円を見込ん
でいます。

平成24年2月29日現在　人口24,728人（住民基本台帳）

　特別会計は、特定の事業を行う場合、特定の収入を特定の支出に充て一般会計と区別
する必要がある場合に設置するものです。竹田市には11の特別会計と公営企業である
水道事業会計があります。水道事業会計は地方公営企業法に基づいた独立採算の公営企
業で、竹田地域の一部に上水道を供給しています。

●水道事業会計
特別会計名 当初予算額

収益的収入（水道料金など） 1億8,655万円
収益的支出（水道水供給に要する費用） 1億7,966万円
資本的収入（工事負担金など） 649万円
資本的支出（建設改良費や借入金の返済） 9,578万円
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個性が生み出す竹田の未来！夢が目標に進化する１年

平成24年度の新規・重点事業　新規事業を中心に重点事業の一部をご紹介します。金額は当該事業の総額です

●お問い合わせ　竹田市財政課財政係　☎ 63-1111（内線 231、232）
　竹田市ホームページでも当初予算の概要を掲載しています。

総務費
地域交通対策費

5,364万円
赤字路線の廃止に伴い運行されて
いるコミュニティバスへの助成を
引き続き行い、地域住民の日常生
活に必要不可欠な交通手段を確保
する。

総務費
竹田総合学院（TSG)事業

1,299万円
竹田の歴史的、文化的なテーマに
基づく講座を開設し、地域学を深

め人材を育成
する。

総務費
岡藩城下町400年祭事業

2,976万円
岡藩初代藩主･中川秀成公没後400
年を基軸に城下町竹田で培われた

歴史や文化を
学び、これか
らのまちづく
りに生かす。

総務費
企業誘致推進費

1,773万円
企業誘致予定地の基盤整備や助成

金の支給など
を行う。

総務費
農村回帰支援事業

1,274万円
田舎暮らし体験ツアーや相談会を
実施するなど農村回帰支援セン

ターを中心に移
住・定住者の増
加を目指す。

民生費
地域子育て支援事業

3,918万円
祖峰小と宮城台小の２校区に放課
後児童クラブを新たに開設する

他、地域での
子育て環境を
整備する施策
を展開。

衛生費
健康一直線プロジェクト事業

297万円
健康づくりに対する意識向上を推
進することで、市民の健康増進と

医療費の適正
化を図る。

衛生費
不妊・不育治療助成事業

160万円
「子育て一番宣言」に基づく独自

施策として、不育治療費の一部助
成 を 県 下 自
治体トップを
切って新たに
開始。

労働費
地域雇用再生特別基金

1,072万円
基金を活用し、ふるさと応援隊や
定休型ヘルパー組合などの活動を
支援するなど地域経済の活性化や
雇用の創出等に竹田独自で取り組
む。

農林水
産業費

農業振興地域整備計画策定事業
1,422万円

大分県の基本計画の変更に伴い、
10 年以上更新されていない農業

振興地域整備
計 画 を 見 直
し、計画を再
編する。

農業水
産業費

園芸振興費
6,948万円

花き、果樹、野菜を対象にハウス
や機械の導入、少量多品目栽培用

のハウスの設
置などに対し
助成を行う。

農林水
産業費

畜産総合対策事業費
9,894万円

低コストな設備の導入等の推進に
より畜産経営の安定化を図り、質
の高い豊後牛の生産を支援する
他、高齢化や後継者不足に対処す
る。

商工費
観光振興推進費

2,820万円
全国有数の観光資源を生かした施
策を展開する他、温泉療養保健制

度の確立に向
け引き続き実
証実験を実施
する。

商工費
史跡岡城跡基本構想策定事業

365万円
岡城会館の撤去に伴い、惣役所の
復元と観光振興について今後の岡

城整備の基本
構想を策定す
る。

土木費
道路改良事業
3億4,347万円

地域活力基盤創造交付金を活用
し、宮原米賀線や城原線などの改

良工事を実施
する。

土木費
街なみ環境整備

7,583万円
歴史や文化を継承しつつ中心市街
地を活性化し、再生するために

道路美装化や
建物修景を行
う。

土木費
公営住宅建設事業

5,396万円
既存の市営住宅の長寿命化及び都
野さくら団地に 2 戸の新規住宅を

建設する。

土木費
定住促進住宅建設事業

5,752万円
「農村回帰宣言市」として、定住

促進住宅を建設し、市外からの移
住者の受け皿
を整備する。

土木費
空き家再生事業

5,930万円
市役所前の九電社宅 8 戸を購入
し、市営住宅として整備する。

消防費
消防庁舎建設事業

7,338万円
新消防庁舎建設のための用地造成
や設計監理等の費用を計上。安心・

安全なまちづ
くりを目指す。

教育費
竹田幼稚園建設事業

6,250万円
かねてより要望があった竹田幼稚
園を移転し、安全な園児の教育

環境を整備す
る。

教育費
松本分館建設事業

4,902万円
老朽化した松本分館を新築する。
地域コミュニティの拠点である分

館を整備し、
地域の諸活動
を支援する。

教育費
新図書館建設事業

1,360万円
｢城下町再生プロジェクト」の中
心である新図書館の建設に伴い、

基本構想を策
定する。

教育費
川端コレクション展

1,919万円
岡藩城下町400年祭における特別
展示として川端康成コレクショ

ン展を実施す
る。

は新規事業
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平成24年竹田市議会第１回定例会

◇
補
正
予
算（
９
議
案
）

　

平
成
23
年
度
竹
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
が
可
決
さ
れ
、
歳
入
歳
出
と
も
に

３
億
円
余
り
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は

１
８
７
億
９
２
１
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
荻
ト
マ
ト
選
果
機

の
導
入
補
助
金
２
億
１
０
７
８
万
円
、
農
業

水
利
施
設
の
保
全
対
策
事
業
や
農
地
整
備
へ

の
補
助
金
と
し
て
各
２
０
０
０
万
円
を
新

規
に
計
上
、
逆
に
事
業
費
の
確
定
を
見
込

み
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
を

２
億
１
７
９
０
万
円
減
額
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
入
も
歳
出
に
連
動
、
ト
マ
ト
選
果
機
に

係
る
県
補
助
金
１
億
７
７
５
０
万
円
の
増
額

に
対
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
関
連
で
国

庫
補
助
金
９
５
５
４
万
円
を
減
額
計
上
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
は
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

２
億
２
５
７
万
円
減
額
し
、
基
金
の
取
り
崩

し
を
最
小
限
に
抑
え
る
予
算
計
上
と
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
始
め

と
す
る
７
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

の
補
正
予
算
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
条
例
の
制
定
等（
22
議
案
）

●
竹
田
市
名
水
・
名
湯
保
全
条
例
制
定

　

本
条
例
は
、
湧
水
や
温
泉
を
保
全
し
、
健

康
で
文
化
的
な
生
活
と
地
域
振
興
に
寄
与
す

る
た
め
制
定
し
た
も
の
で
す
。

　

水
量
確
保
の
た
め
広
葉
樹
植
栽
運
動
を
推

進
、
広
葉
樹
を
新
植
又
は
再
造
林
し
た
者
に

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
交
付
を
行
う
全
国

で
も
類
を
見
な
い
画
期
的
な
条
例
で
す
。

●
条
例
の
制
定
・
廃
止
（
２
議
案
）

　

運
賃
を
運
行
委
託
会
社
の
収
入
か
ら
、
市

の
収
入
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
「
竹
田
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
竹
田
市
寡
婦
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
」
は
、
成
果
達
成
に
よ
り

廃
止
し
ま
す
。

●
条
例
の
一
部
改
正（
19
議
案
）

　

竹
田
市
一
般
職
員
の
給
料
を
引
き
続
き
減

額
す
る
「
竹
田
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
」、
介
護
保
険
料
基

準
額
の
改
定
に
よ
る
「
竹
田
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正
」
を
始
め
、
荻
の
里
温
泉
の

利
用
料
金
及
び
直
入
荘
の
使
用
料
等
の
見
直

し
、
大
学
連
携
に
配
慮
し
た
文
化
財
管
理
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
、
あ
る
い
は
法
律

改
正
に
よ
る
一
部
改
正
な
ど
、
19
条
例
に
お

い
て
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◇
一
般
関
連（
19
議
案
）

●
不
動
産
の
取
得

　

七
里
開
発
地
内
の
九
州
電
力
㈱
旧
社
宅
の

取
得
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
事
務
委
託
に
関
す
る
協
議
及
び
証
明
書
等

交
付
事
務
委
託
の
変
更
（
13
議
案
）

　

臼
杵
市
と
津
久
見
市
と
の
「
お
お
い
た
広

域
窓
口
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
お
け
る
事
務
相

互
委
託
及
び
県
下
11
市
町
と
結
ぶ
規
約
の
一

部
変
更
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
（
３
議
案
）

　

荻
の
里
温
泉
な
ど
の
指
定
管
理
者
の
指
定

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
（
２
議
案
）

　

道
路
改
良
等
で
起
終
点
が
変
更
し
た
３
路

線
の
廃
止
と
認
定
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
に
開
会
し
た
竹
田
市
議
会
は
、
予
算
案
、
条
例
案
な
ど
63
件
の

提
出
議
案
を
可
決
し
、
３
月
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
前
頁
ま
で
に
説
明
し
た
一
般
会
計
、
特
別
会
計
等
の
平
成
24

年
度
当
初
予
算
を
除
く
平
成
23
年
度
の
補
正
予
算
や
４
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
条
例
等
に
関
す
る
「
竹
田
ら
し
い
」
議
決
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

↑３月から稼動を始めたリサイクルセンター

↑豊かな森を育む取組みが期待されます

平
成
24
年
竹
田
市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
予
算
案
等
が
議
決

き
わ
だ
つ「
竹
田
ら
し
さ
」
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■ 

税
務
課

　

滞
納
整
理
の
最
善
方
策
を
検
討
さ
れ
て
、

収
納
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

■ 

保
険
課

　

被
保
険
者
に
保
険
事
業
財
政
の
厳
し
さ
を

理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り

関
係
課
と
横
断
的
に
健
康
事
業
展
開
を
行
っ

て
、
健
康
づ
く
り
の
意
識
向
上
と
医
療
費
の

適
正
化
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ま
た
併

せ
て
収
納
率
を
向
上
さ
せ
て
国
保
財
政
の
安

定
化
に
引
き
続
き
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

健
康
増
進
課
・
こ
ど
も
診
療
所

　

こ
れ
ま
で
の
健
康
増
進
事
業
を
検
証
し
な

が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
健
康

管
理
に
関
す
る
新
規
事
業
に
も
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

環
境
衛
生
課

　

農
業
集
落
排
水
施
設
及
び
浄
化
槽
施
設
の

老
朽
化
の
方
策
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

■ 

福
祉
事
務
所

　

保
育
料
並
び
に
災
害
援
助
資
金
の
収
納
対

策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

取
扱
い
文
書
は
、
公
開
す
る
も
の
、
非
公

開
と
す
る
も
の
の
区
分
を
徹
底
し
、
個
人
情

報
の
保
護
に
引
き
続
き
努
め
ら
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘

　

今
後
の
施
設
経
営
を
直
営
、
指
定
管
理
な

ど
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
、
検
討
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。     

■ 

商
工
観
光
課
・
花
水
月

　

花
水
月
は
、
市
民
を
は
じ
め
、
観
光
客
に

快
適
な
温
泉
を
提
供
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

街
中
観
光
の
拠
点
施
設
で
も
あ
る
。

　

ま
た
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、
さ
ら
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
教
室
を
企
画
し
て
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
引
き
続
き
最
善
の
努
力
を
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■ 

入
札
・
検
査
課　
　

　

入
札
に
つ
い
て
は
、
公
平
、
透
明
性
を
図

る
と
と
も
に
、
検
査
業
務
に
あ
た
っ
て
は
、

指
導
を
含
め
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

議
会
事
務
局

　

請
願
書
及
び
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
可
能
性
を
加
味
し
て
、
提
出
前
に
十
分
に

協
議
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

選
挙
管
理
委
員
会

　

個
人
情
報
に
関
す
る
書
類
の
取
り
扱
い
に

は
、
十
分
配
慮
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

選
挙
ご
と
に
投
・
開
票
事
務
結
果
の
検
証

を
行
い
、
事
務
改
善
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

■ 

農
業
委
員
会
事
務
局

　

農
地
の
集
積
促
進
並
び
に
集
落
営
農
の
組

織
化
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

教
育
委
員
会

■ 

教
育
総
務
課
・
学
校
教
育
課

　

教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
年
次
計

画
を
作
成
し
て
施
設
の
安
全
確
保
に
引
き
続

き
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

小
学
校
及
び
中
学
校
の
統
廃
合
並
び
に
今

後
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

文
化
財
課
・
歴
史
資
料
館

　

岡
城
会
館
跡
地
の
利
用
計
画
を
早
期
に
策

定
、
実
行
す
る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
と
の

整
合
性
を
も
っ
て
今
後
の
岡
城
の
整
備
を
す

す
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

生
涯
学
習
課
・
支
所
教
育
係

　

生
涯
学
習
並
び
に
社
会
体
育
事
業
に
つ
い

て
は
、
関
係
課
や
分
館
と
も
連
携
し
て
市
民

の
要
望
に
沿
う
活
気
あ
る
事
業
の
取
り
組
み

と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
引
き

続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

３
地
域
の
教
育
係
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

活
動
拠
点
と
し
て
市
民
に
活
気
が
出
る
、
ま

た
活
性
化
に
向
け
た
積
極
的
な
活
動
の
取
り

組
み
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

中
央
公
民
館
・
文
化
会
館

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
地
域

活
動
を
公
民
館
と
分
館
が
連
携
し
て
、
引
き
続

き
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
貸
館
業
務
の
み

な
ら
ず
、
積
極
的
な
自
主
事
業
の
活
動
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
11
月
か
ら
平
成
24
年
１
月
ま
で

の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
各
委
員
会
等
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

竹
田
市
監
査
委
員

  

村  

上  

長  

生

      

同

  

中  

村  

憲  

史

監 

査 

公 

表
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↑土木建築部長に要望書を手渡す後藤会長

地域発展のため道路整備等の促進を要望
　「竹田市公共事業促進期成会」「竹田水害緊急治水ダム建設協
議会」「竹田市」「竹田市議会」の４者は２月 28 日、『道路整備
等についての要望』を大分県土木建築部長に提出しました。
　要望の主な内容は「中九州横断道路の整備促進」、「玉来ダム
の整備促進」、「国道・県道の整備促進」、「河川・砂防の整備促
進」の４点。
　梅崎健次郎土木建築部長から回答をいただきましたので、そ
の概要を市民の皆様にお知らせします。

直入支所

①国道442号（久住高原
荘～瀬の本間）

②県道阿蘇くじゅう公園
線（花公園～有氏間）

③主要地方道庄内久住
線（新田工区）歩道設置

④主要地方道庄内久住線
（下田北工区）

⑤主要地方道竹田直入線
（植木工区）久住支所

⑥主要地方道竹田直入
線（鏡工区）県道白丹竹田線

（下志土知工区）

県道小川穴井迫線
（炭竈工区）歩道設置

県道白丹竹田線
（飛田川工区）

荻 支 所

矢倉川整備

竹田市役所

滑瀬川砂防ダム

⑦都市計画道路
　（竹田玉来線）

宮野中尾川砂防ダム

⑧県道神原玉来線
　（中尾工区）

⑨主要地方道竹田五ヶ
瀬線（門田工区）

⑩県道神原玉来線
　（田井工区）

⑪主要地方道竹田五ヶ瀬
線（九重野工区）

中九州横断道路
・整備促進について県として

も国に強く要望しています。
・整備促進が図られるよう、

県の負担金は十分用意して
います。

・大野ＩＣから朝地ＩＣまで
は平成26年度供用予定です。

砂防ダム及び急傾斜
地崩壊対策事業
・ハズヤスミ川砂防ダムは

平成23年度完成予定です。
・ 急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 事 業

（補助事業）は６地区で
事業中です。

玉来ダム
・玉来ダムは、国の検証作

業のため遅れたが、今後
着工に向けての準備を進
めていきます。

・平成24年度は、用地測量
や境界確認の作業に入る
ので、地元の方のご協力
をお願いします。

竹田市公共事業促進期成会
　国及び県の公共事業を促進することによ
り、地域の産業・経済・観光の振興と市民
の生活環境整備を図り、竹田市の総合的発
展を期することを目的に活動しています。

矢倉川の整備促進
・平成13年度に事業着手。

上流側に向かって順次
整備しています。

輝
く
地
域
振
興
の
期
待
が
込
め
ら
れ
た
社
会
資
本
整

備
が
今
日
も
竹
田
市
内
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

竹田市内の道路整備等公共事業図

未
来
を
つ
く
る
社
会
資
本
整
備

未
来
を
つ
く
る
社
会
資
本
整
備
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着々と完成へ！国道・県道の整備促進

⑩県道神原玉来線
 （田井工区）
・平成23年度に事業完

了しました。

①国道442号（久住高原荘～瀬の本間）
・久住高原荘から瀬の本までの区間のうち、あざみ台周辺の1.5㎞区間

については平成23年度末の供用予定です。
・あざみ台展望所近辺から瀬の本までの区間については、平成21年度

から路肩改良に着手し、平成22年度に完成したところです。

②県道阿蘇くじゅう公園線
  （花公園～有氏間）
・平成23年度は改良工事を鋭意進めていま

す。今後も早期供用に努めます。

③主要地方道庄内久住線（新田工区）
・現在、用地交渉を行っており、今後も地元

の方々の用地協力を頂きながら整備推進に
努めます。

④主要地方道庄内久住線（下田北工区）
・近くには、芹川ダムや小津留湧水があり観

光路線としても重要であり、平成24年度の
完成を予定しています。

⑤主要地方道竹田直入線（植木工区）
・平成23年度は、道路設計を行っており、今

後も地元の方々の用地協力を頂きながら整
備推進に努めます。

⑥主要地方道竹田直入線（鏡工区）
・今後も中九州横断道路との事業調整を図り

ながら整備推進に努めます。

⑦都市計画道路（竹田玉来線）
・平成24年度より橋梁上部工を実施予定で

す。今後も事業推進に努めます。

⑧県道神原玉来線（中尾工区）
・平成23年度は、竹田五ヶ瀬線との交差点部

の用地測量を実施しており、今後も地元の
方々の用地協力を頂きながら整備推進に努
めます。

⑨主要地方道竹田五ヶ瀬線（門田工区）
・平成23年度から測量、設計に着手してお

り、今後も地元の方々の用地協力を頂きな
がら整備推進に努めます。

⑪主要地方道竹田五ヶ瀬線(九重野工区）
・平成23年度は改良工事に着手しており、今

後も整備推進に努めます。
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竹
田
市
で
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
付
け
人
事

異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
人
事
異
動
に
あ
た
っ
て
は
、
定

員
管
理
計
画
に
基
づ
い
た
職
員
数
の
削
減
を
行
い

つ
つ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
向
上
を
念

頭
に
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
、
人
員
配
置
に
努

め
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
か
ら
、
行
政
組
織
を
一
部
変
更
し

ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
企
画

情
報
課
の
課
内
室
と
し
て
再
編
し
、
そ
の
名
称
を

「
情
報
化
推
進
室
」と
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
建
設

課
に「
建
築
係
」を
、
生
涯
学
習
課
に「
高
校
総
体

推
進
係
」を
新
設
し
ま
す
。

●
岡
本
小
学
校
は
、
平
成
25
年
３
月
31
日
を
も
ち

ま
し
て
閉
校
と
な
り
ま
す
。

【
平
成
24
年
４
月
１
日
付（　

）内
は
旧
役
職
】	

■
課　

長				





▽
総
務
課
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
長（
商
工
観
光

課
長
兼
野
外
活
動
施
設
所
長
兼
瀧
廉
太
郎
記
念
館

長
兼
竹
田
温
泉
花
水
月
館
長
）木
下
郁
雄
▽
税
務

課
長（
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
竹
田

市
文
化
会
館
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長
）藤
原
誠

一
▽
市
民
課
長（
久
住
支
所
い
き
い
き
市
民
課
長

兼
会
計
課
久
住
分
室
長（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
久

住
支
局
長
）佐
藤
元
比
古
▽
保
険
課
長
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
長（
生
涯
学
習
課
参
事
兼
竹
田

市
中
央
公
民
館
次
長
兼
竹
田
市
文
化
会
館
参
事
兼

佐
藤
義
美
記
念
館
参
事
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン

タ
ー
所
長
）柏
木
良
知
▽
健
康
増
進
課
長（
保
険
課

長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）後
藤
英
一
▽

農
政
課
参
事
兼
林
業
振
興
係
長（
農
政
課
長
補
佐

兼
林
業
振
興
係
長
）吉
良
喜
久
男
▽
農
政
課
参
事

兼
畜
産
振
興
室
長（
農
政
課
参
事
兼
営
農
係
長
）大

塚
幸
憲
▽
農
林
整
備
課
長（
農
政
課
参
事
兼
畜
産

振
興
室
長
）菊
池
仁
志
▽
商
工
観
光
課
長
兼
野
外

活
動
施
設
所
長
兼
瀧
廉
太
郎
記
念
館
長
兼
竹
田
温

泉
花
水
月
館
長（
商
工
観
光
課
長
補
佐
）林
寿
徳
▽

建
設
課
参
事
兼
道
路
管
理
係
長（
建
設
課
長
補
佐

兼
道
路
管
理
係
長
）大
塚
直
広
▽
入
札
・
検
査
課

長（
水
道
課
長
）工
藤
三
郎
▽
会
計
課
参
事（
会
計

課
長
補
佐
）黒
田
智
子
▽
荻
支
所
産
業
建
設
課
長

（
荻
支
所
産
業
建
設
課
長
補
佐
）立
川
昌
男
▽
久
住

支
所
長（
久
住
支
所
産
業
建
設
課
長
）渡
辺
英
治
▽

久
住
支
所
い
き
い
き
市
民
課
長
兼
会
計
課
久
住
分

室
長（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局
長（
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
長
）麻
生
宗
洋
▽

久
住
支
所
産
業
建
設
課
長（
直
入
支
所
産
業
建
設

課
参
事
）近
藤
寿
民
▽
直
入
支
所
長（
直
入
支
所
産

業
建
設
課
長
兼
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御
前
湯
館

長
兼
国
民
宿
舎
直
入
荘
長
）大
久
保
教
義
▽
直
入

支
所
い
き
い
き
市
民
課
長
兼
会
計
課
直
入
分
室
長

（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
長（
農
業
委
員

会
事
務
局
次
長
兼
農
地
係
長
）峯
田
昌
勝
▽
直
入

支
所
産
業
建
設
課
長
兼
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御

前
湯
館
長
兼
国
民
宿
舎
直
入
荘
長（
入
札
・
検
査

課
参
事
兼
検
査
係
長
）安
達
豊
▽
生
涯
学
習
課
長

兼
竹
田
市
中
央
公
民
館
長
兼
竹
田
市
文
化
会
館
長

兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長（
荻
支
所
産
業
建
設
課
長
）

本
田
隆
憲
▽
生
涯
学
習
課
参
事（
久
住
支
所
産
業

建
設
課
長
補
佐
）阿
部
泰
治
▽
生
涯
学
習
課
参
事

兼
竹
田
市
中
央
公
民
館
次
長
兼
竹
田
市
文
化
会
館

参
事
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
参
事
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海

洋
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
公
民
館
・
生
涯
学
習
係
長

（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
管
理
係
長
）工
藤
寛

治
▽
竹
田
市
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久

住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
直
入
学
校
給
食
共

同
調
理
場
長（
直
入
支
所
長
）清
田
武
重
▽
図
書
館

参
事（
図
書
館
次
長
）上
野
寿
雄
▽
議
会
事
務
局
長

（
健
康
増
進
課
長
）吉
野
冨
士
男
▽
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
参
事（
併
）監
査
事
務
局
参
事
兼
庶
務
係

長（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長（
併
）監
査
事

務
局
次
長
兼
庶
務
係
長
）和
田
春
美
▽
農
業
委
員

会
事
務
局
参
事
兼
農
地
係
長（
久
住
支
所
産
業
建

設
課
長
補
佐
）飯
田
啓
三
▽
水
道
課
長（
久
住
支
所

産
業
建
設
課
長
補
佐
）大
塚
俊
裕

■
課
長
補
佐

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
行
革
推
進
室
長
補
佐（
総
務

課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
）後
藤
和
重
▽
企
画
情
報

課
付
課
長
補
佐（
農
林
整
備
課
庶
務
係
長
）後
藤
篤

美
▽
保
険
課
長
補
佐（
保
険
課
付
主
幹
兼
係
長
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）甲
斐
香
代
子
▽

保
険
課
付
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

主
任
保
健
師（
健
康
増
進
課
主
任
保
健
師
）坂
本
信

江
▽
福
祉
事
務
所
次
長
兼
福
祉
係
長（
荻
支
所
い

き
い
き
市
民
課
長
補
佐
）山
村
孝
二
▽
福
祉
事
務

所
次
長
兼
子
育
て
支
援
係
長（
行
政
改
革
推
進
室

長
補
佐
）菊
池
博
文
▽
荻
保
育
所
主
幹
兼
主
任
保

育
士（
荻
保
育
所
主
任
保
育
士
）赤
木
真
由
美
▽
農

林
整
備
課
長
補
佐（
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
農
村

計
画
係
長
）秦
博
典
▽
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
庶

務
係
長（
総
務
課
長
補
佐
兼
秘
書
広
報
係
長
）後
藤

新
一
▽
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
基
盤
整
備
係
長

（
水
道
課
工
務
係
長
）吉
良
栄
三
▽
商
工
観
光
課
長

補
佐（
会
計
課
会
計
係
長
）工
藤
哲
郎
▽
荻
支
所
い

き
い
き
市
民
課
長
補
佐（
福
祉
事
務
所
次
長
兼
子

育
て
支
援
係
長
）岩
本
郁
▽
久
住
支
所
い
き
い
き

市
民
課
長
補
佐（
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理

場
次
長
兼
管
理
係
長
）井
上
隆
明
▽
直
入
支
所
い

き
い
き
市
民
課
長
補
佐（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
直

入
支
局
次
長
兼
人
権
同
和
対
策
課
長
補
佐（
直
入

支
所
い
き
い
き
市
民
課
係
長
）大
濱
寿
賀
子
▽
生

涯
学
習
課
長
補
佐
兼
直
入
教
育
係
長
兼
直
入
公
民

館
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長（
直
入

支
所
い
き
い
き
市
民
課
長
補
佐（
併
）選
挙
管
理
委

員
会
直
入
支
局
次
長
兼
人
権
同
和
対
策
課
長
補

佐
）津
島
一
登
▽
議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
係
長

（
議
会
事
務
局
議
事
係
長
）柴
尾
浩
昭

■
係　

長

▽
総
務
課
行
政
係
長（
総
務
課
）古
田
卓
▽
総
務
課

秘
書
広
報
係
長（
総
務
課
）熊
谷
芳
浩
▽
企
画
情
報

課
文
化
・
地
域
振
興
室
係
長（
企
画
情
報
課
）坂
本

大
蔵
▽
企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
室
長（
生
涯
学

習
課
公
民
館
・
生
涯
学
習
係
長
）後
藤
惟
稔
▽
環

境
衛
生
課
生
活
排
水
係
長（
建
設
課
付
係
長
）阿
南

一
雄
▽
環
境
衛
生
課
付
係
長（
環
境
衛
生
課
生
活

排
水
係
長
）吉
野
正
臣
▽
竹
田
保
育
所
主
任
保
育

士（
白
丹
保
育
所
主
任
保
育
士
）工
藤
京
子
▽
白
丹

保
育
所
主
任
保
育
士（
竹
田
保
育
所
主
任
保
育
士
）

吉
野
万
千
世
▽
農
政
課
営
農
係
長（
農
政
課
）前
原

文
之
▽
農
林
整
備
課
農
村
計
画
係
長（
教
育
総
務

課
施
設
管
理
係
長
）今
澤
盛
治
▽
農
林
整
備
課
地

籍
調
査
係
長（
農
林
整
備
課
基
盤
整
備
係
長
）安
達

敬
一
▽
建
設
課
建
築
係
長（
教
育
総
務
課
）河
野
貴

憲
▽
入
札
・
検
査
課
検
査
係
長（
農
林
整
備
課
）古

澤
眞
治
▽
会
計
課
会
計
係
長（
税
務
課
）氏
田
哲
生

▽
荻
支
所
産
業
建
設
課
係
長（
荻
支
所
い
き
い
き

市
民
課
）後
藤
靖
文
▽
久
住
支
所
産
業
建
設
課
係

長（
久
住
支
所
産
業
建
設
課
）工
藤
松
男
▽
久
住
支

所
産
業
建
設
課
係
長（
畜
産
振
興
室
係
長
）高
司
幸

明
▽
直
入
支
所
い
き
い
き
市
民
課
係
長（
生
涯
学

習
課
直
入
教
育
係
長
兼
直
入
公
民
館
長
兼
直
入
学

校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
）山
井
信
二
▽
直
入
支

所
産
業
建
設
課
係
長（
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
係
長
）衛
藤
洋
一
▽
教
育
総
務
課
施
設

管
理
係
長（
福
祉
事
務
所
福
祉
係
長
）後
藤
聡
▽
南

部
幼
稚
園
主
幹
兼
主
任
教
諭（
学
校
教
育
課
）安
達

京
子
▽
生
涯
学
習
課
高
校
総
体
推
進
係
長（
企
画

情
報
課
文
化
・
地
域
振
興
室
係
長
）山
口
誠
▽
竹

田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
幹
兼
管
理
係
長

（
農
林
整
備
課
地
籍
調
査
係
長
）後
藤
美
夫
▽
農
業

平
成
24
年
度
竹
田
市
人
事
異
動
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委
員
会
事
務
局
管
理
係
長（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

後
藤
一
郎
▽
水
道
課
工
務
係
長（
水
道
課
）甲
斐
孝

二■
一　

般

▽
総
務
課（
久
住
支
所
い
き
い
き
市
民
課
）志
賀
直

樹
▽
企
画
情
報
課（
生
涯
学
習
課
）中
村
美
智
子
▽

企
画
情
報
課（
税
務
課
）後
藤
雅
人
▽
企
画
情
報

課（
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）藤
島

勲
▽
企
画
情
報
課（
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
）森
田
康
之
▽
企
画
情
報
課（
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）工
藤
健
▽
企
画
情
報

課（
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）高
瀬

剛
志
▽
財
政
課（
久
住
支
所
産
業
建
設
課
）中
村
祐

二
▽
税
務
課（
生
涯
学
習
課
）赤
木
康
造
▽
税
務
課

（
企
画
情
報
課
）伊
東
豪
▽
市
民
課（
会
計
課
）武
内

恵
▽
保
険
課（
直
入
支
所
産
業
建
設
課
）渡
辺
文
彦

▽
健
康
増
進
課（
直
入
支
所
い
き
い
き
市
民
課
）白

石
実
智
代
▽
福
祉
事
務
所（
総
務
課
）渡
辺
良
夫
▽

福
祉
事
務
所（
総
務
課
）後
藤
寿
子
▽
福
祉
事
務
所

（
建
設
課
）舞
潤
一
▽
農
政
課（
荻
支
所
産
業
建
設

課
）後
藤
誠
郎
▽
農
政
課（
財
政
課
）佐
田
圭
司
▽

畜
産
振
興
室（
保
険
課
）佐
藤
錦
也
▽
農
林
整
備
課

（
生
涯
学
習
課
）渡
部
泰
彦
▽
建
設
課（
福
祉
事
務

所
）加
藤
剛
▽
建
設
課
付
大
分
県
竹
田
ダ
ム
建
設

事
務
所
派
遣（
水
道
課
）馬
場
勇
二
▽
荻
支
所
い
き

い
き
市
民
課（
福
祉
事
務
所
）工
藤
良
次
▽
荻
支
所

い
き
い
き
市
民
課（
税
務
課
）赤
峰
佐
知
子
▽
久
住

支
所
い
き
い
き
市
民
課（
保
健
課
）工
藤
美
紀
▽
久

住
支
所
い
き
い
き
市
民
課（
税
務
課
）佐
藤
雅
子
▽

久
住
支
所
産
業
建
設
課（
農
政
課
）甲
斐
正
寿
▽
久

住
支
所
産
業
建
設
課（
保
険
課
）山
崎
竜
介
▽
直
入

支
所
い
き
い
き
市
民
課（
福
祉
事
務
所
）松
田
好
恵

▽
直
入
支
所
い
き
い
き
市
民
課（
健
康
増
進
課
）内

柳
知
恵
美
▽
直
入
支
所
産
業
建
設
課（
農
政
課
）原

田
秋
生
▽
学
校
教
育
課（
大
分
県
教
育
委
員
会
）山

口
和
幸
▽
学
校
教
育
課（
直
入
支
所
い
き
い
き
市

民
課
）大
塚
聡
子
▽
城
原
小
学
校（
荻
保
育
所
）阿

南
美
恵
子
▽
生
涯
学
習
課（
市
民
課
）羽
田
野
京
子

▽
生
涯
学
習
課（
水
道
課
）佐
藤
光
裕
▽
生
涯
学
習

課（
税
務
課
）柚
木
玲
奈
▽
図
書
館（
荻
支
所
い
き

い
き
市
民
課
）藤
原
み
ど
り
▽
農
業
委
員
会
事
務

局（
建
設
課
）佐
藤
俊
郎
▽
水
道
課（
農
林
整
備
課
）

原
田
寿
▽
水
道
課（
財
政
課
）渡
辺
夕
樹
▽
水
道
課

（
生
涯
学
習
課
）井
野
輝
未
▽
大
分
県
教
育
委
員
会

（
学
校
教
育
課
）和
田
三
成

【
平
成
24
年
３
月
31
日
付
退
職
】

▽
児
玉
龍
明（
総
務
課
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
）

▽
藪
亀
洋
一（
税
務
課
長
）▽
甲
斐
政
徳（
市
民
課

長
）▽
菊
池
二
郎（
農
林
整
備
課
長
）▽
工
藤
義
彦

（
入
札
・
検
査
課
長
）▽
工
藤
久
憲（
久
住
支
所
長
）

▽
田
原
千
壽
子（
直
入
支
所
い
き
い
き
市
民
課
長

兼
会
計
課
直
入
分
室
長（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
直

入
支
局
長
）▽
後
藤
昭
一（
竹
田
中
央
学
校
給
食
共

同
調
理
場
長
兼
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼

直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
）▽
佐
田
亨（
議
会

事
務
局
長
）▽
深
田
佳
寿
子（
学
校
教
育
課
主
幹
兼

主
任
教
諭
）▽
佐
藤
優
子（
久
住
支
所
い
き
い
き
市

民
課
係
長
）▽
渡
辺
潤
子（
久
住
支
所
い
き
い
き
市

民
課
主
任
保
健
師
）▽
中
西
義
昌（
税
務
課
主
査
）

【
平
成
24
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
堀
琢
磨（
企
画
情
報
課
）▽
土
屋
剛（
税
務
課
）▽

西
山
泰
輝（
総
務
課
）▽
首
藤
理
恵（
健
康
増
進
課
）

▽
吉
良
進（
商
工
観
光
課
）▽
波
多
野
瑞
恵（
税
務

課
）▽
大
津
愛
美（
保
険
課
）	

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

【
平
成
24
年
４
月
１
日
付（　

）内
は
旧
役
職
】

■
消
防
本
部
・
課
長

▽
消
防
本
部
次
長
兼
庶
務
課
長
・
消
防
司
令（
消

防
本
部
庶
務
課
長
・
消
防
司
令
）後
藤
清
▽
消
防

本
部
庶
務
課
参
事
兼
庶
務
係
長
・
消
防
司
令（
消

防
本
部
庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
・
消
防
司

令
）麻
生
章
治

■
消
防
本
部
・
課
長
補
佐

▽
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
係
長
・
消
防
司
令（
警

防
課
長
補
佐
兼
警
防
係
長
・
消
防
司
令
補
）下
城

広
士
▽
庶
務
課
長
補
佐
兼
経
理
係
長
・
消
防
司
令

（
庶
務
課
長
補
佐
兼
経
理
係
長
・
消
防
司
令
補
）山

村
俊
治
▽
庶
務
課
長
補
佐
兼
消
防
団
係
長
・
消
防

司
令
補（
庶
務
課
消
防
団
係
長
・
消
防

司
令
補
）金
丸
正
三

■
消
防
本
部
・
係
長

▽
警
防
課
危
険
物
係
長
・
消
防
司
令
補（
消
防
署

予
防
指
導
係
長
・
消
防
司
令
補
）佐
藤
道
章

■
消
防
本
部
・
一
般

▽
庶
務
課
消
防
団
係
・
消
防
士
長（
消
防
署
救
助

係
・
消
防
副
士
長
）長
野
幸
男	

■
消
防
署
・
課
長

▽
消
防
署
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
長
・
消
防
司
令

（
消
防
署
副
署
長
・
消
防
司
令
）田
北
栄
治
▽
消
防

署
副
署
長
兼
久
住
分
署
長
・
消
防
司
令（
久
住
分

署
長
・
消
防
司
令
）田
北
久
己
▽
消
防
署
参
事
兼

通
信
係
長
・
消
防
司
令（
当
直
副
司
令
兼
通
信
係

長
・
消
防
司
令
）大
塚
義
徳	

■
消
防
署
・
課
長
補
佐

▽
当
直
副
司
令
兼
予
防
指
導
係
長
・
消
防
司
令

（
久
住
分
署
副
分
署
長
兼
消
防
・
指
導
係
長
・
消

防
司
令
）木
田
寛
▽
久
住
分
署
副
分
署
長
兼
消
防
・

指
導
係
長
・
消
防
司
令（
警
防
課
長
補
佐
兼
危
険

物
係
長
・
消
防
司
令
）倉
橋
英
信
▽
当
直
副
司
令

兼
消
防
・
指
導
・
装
備
係
長
・
消
防
司
令（
当
直

副
司
令
兼
消
防
・
指
導
・
装
備
係
長
・
消
防
司
令

補
）工
藤
敦
▽
当
直
副
司
令
兼
救
助
係
長
・
消
防

司
令（
当
直
副
司
令
兼
救
助
係
長
・
消
防
司
令
補
）

工
藤
忠
孝

■
消
防
署
・
係
長

▽
調
査
係
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
付
係
長
・
消
防

司
令
補（
調
査
係
長
・
消
防
司
令
補
）飯
田
精
華
▽

救
急
係
長
兼
消
防
本
部
庶
務
課
付
係
長
・
消
防
司

令
補（
久
住
分
署
救
急
係
長
・
消
防
司
令
補
）志
賀

和
吉
▽
久
住
分
署
救
急
係
長
兼
消
防
本
部
警
防
課

付
係
長
・
消
防
司
令
補（
救
急
係
長
・
消
防
司
令

補
）佐
藤
浩
和	

■
消
防
署
・
一
般

▽
久
住
分
署
・
消
防
司
令
補（
久
住
分
署
・
消
防

士
長
）中
村
良
太
▽
久
住
分
署
・
消
防
士
長（
消
防

署
・
消
防
士
長
）畑
山
宗
徳
▽
消
防
署
・
消
防
士

長（
消
防
本
部
庶
務
課
・
消
防
士
長
）井
野
隆
一
▽

久
住
分
署
・
消
防
士
長（
消
防
署
・
消
防
副
士
長
）

松
尾
直
哉
▽
消
防
署
・
消
防
副
士
長（
久
住
分
署
・

消
防
副
士
長
）森
慎
一
郎
▽
消
防
署
・
消
防
副
士

長（
消
防
本
部
庶
務
課
・
消
防
副
士
長
）井
淳
一
郎

▽
久
住
分
署
・
消
防
副
士
長（
消
防
署
・
消
防
士
）

堀
真
介
▽
消
防
署
・
消
防
副
士
長（
消
防
署
・
消

防
士
）足
立
圭
太
▽
久
住
分
署
・
消
防
副
士
長（
久

住
分
署
・
消
防
士
）田
部
智
康
▽
消
防
署
・
消
防

副
士
長（
久
住
分
署
・
消
防
士
）阿
部
優
樹
▽
消
防

署
・
消
防
士（
久
住
分
署
・
消
防
士
）後
藤
健
介	

【
平
成
24
年
３
月
31
日
付
退
職
】

▽
首
藤
法
文（
消
防
本
部
次
長
兼
警
防
課
長
・
消

防
司
令
）▽
那
須
充（
消
防
署
長
・
消
防
司
令
）

【
平
成
24
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
隅
康
一
郎（
消
防
本
部
庶
務
課
付
・
消
防
士
）

▽
姫
野
孝
彰（
消
防
本
部
庶
務
課
付
・
消
防
士
）

▽
加
藤
誠
也（
消
防
本
部
庶
務
課
付
・
消
防
士
）
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建
築
本
体
は
約
５
億
３
７
０
０
万
円

　

現
在
の
竹
田
市
消
防
庁
舎
は
、
昭
和
56
年

の
耐
震
基
準
が
施
行
さ
れ
る
以
前
の
昭
和
49

年
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
建
築
後
38
年
が

経
過
し
老
朽
化
が
著
し
く
、
建
物
本
体
の
亀

裂
や
剥
離
落
下
等
が
発
生
し
、
耐
震
性
が
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

市
民
の
皆
様
か
ら
幅
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
に
、
竹
田
市
の
主
要
な
団
体
の
代
表

者
で
構
成
さ
れ
た
新
消
防
庁
舎
建
設
懇
話
会

を
設
置
し
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
話
会

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
、
現
在
の
場
所
で
新

消
防
庁
舎
へ
建
て
替
え
る
こ
と
と
し
、
現
在

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
消
防
庁
舎
は
「
竹
田
市
新
消
防
庁
舎
建

設
基
本
構
想
」
を
軸
に
、
①
市
民
に
優
し
い

施
設
計
画　

②
安
全
安
心
な
施
設
計
画　

③

機
能
性
と
コ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
施
設
計

画　

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
華
美
な
要
素
を
排

除
し
た
基
本
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
築
概
要
は
敷
地
面
積
４
６
２
２
㎡
、
庁

舎
面
積
１
８
８
６
㎡
、
事
務
棟
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
、
車
庫
棟
は
鉄
骨
造

１
部
２
階
建
を
予
定
し
て
お
り
、
救
命
講
習

の
会
場
と
し
て
の
屋
内
訓
練
場
や
最
新
の
緊

急
通
報
受
付
指
令
設
備
、
火
災
救
助
訓
練
塔

等
、
竹
田
市
の
防
災
活
動
拠
点
の
中
核
と
し

て
の
機
能
と
設
備
を
備
え
た
施
設
と
な
り

ま
す
。
基
本
設
計
に
基
づ
く
主
な
事
業
費
は
、

建
築
本
体
が
約
５
億
３
７
０
０
万
円
、
そ
の

他
経
費
（
解
体
、
造
成
、
設
計
監
理
等
）
に

約
１
億
６
０
０
０
万
円
、
緊
急
通
報
受
付
指

令
設
備
に
約
１
億
４
２
０
０
万
円
、
総
額
約

８
億
３
９
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

財
源
は
、
公
共
施
設
建
設
基
金
１
億
５
０
０

０
万
円
と
、
借
入
金
返
済
に
７
割
の
交
付
税

措
置
が
あ
る
有
利
な
地
方
債
（
旧
合
併
特
例

事
業
債
ま
た
は
過
疎
対
策
事
業
債
）
の
借
入

で
賄
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
春
に
着
工
し
、
平
成
26
年
秋
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
消
防
本
部
・
署　

　

☎
０
９
７
４
ー
６
３
ー
０
１
１
９

防災･救急の拠点に 

竹田市新消防庁舎　完成イメージ

↑老朽化の進んだ現在の消防庁舎

平
成
26
年
秋
完
成
予
定

新消防庁舎の

  基本設計が完成
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TAKETAN  FACE 今月のひと

全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会
で
優
秀
賞（
第
２
位
）に
輝
い
た
竹
田
市
消
防
団
員

森も
り

田た 

政ま
さ

利と
し 

（
籾
山
・
31
歳
）

　

30
頭
の
牛
を
飼
育
、
水
稲
や
椎
茸
を
栽
培

す
る
森
田
さ
ん
が
、
全
国
消
防
団
員
意
見
発

表
会（
２
月
20
日
・
東
京
都
）で
第
２
位
の
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

放
水
に
至
る
操
作
の
速
さ
、
正
確
さ
、
動

作
の
綺
麗
さ
を
競
う
消
防
操
法
の
要
員
と
し

て
、
厳
し
い
訓
練
や
絆
を
通
じ
自
ら
が
成

長
す
る
様
を
伝
え
た『
２
番
員
異
常
な
し
』が
、

女
性
団
員
を
含
む
強
豪
11
人
と
渡
り
合
い
、

堂
々
の
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
も
の
で
す
。

　
「
入
団
早
々
、
な
か
ば
強
制
的
に
要
員
に

さ
せ
ら
れ
、
最
初
は
戸
惑
い
の
連
続
で
し
た
。

け
れ
ど
も
上
下
関
係
を
越
え
た
信
頼
関
係
や

周
囲
の
後
押
し
も
あ
り
、
苦
し
い
な
が
ら
も

操
法
が
大
好
き
に
な
っ
た
ん
で
す
」

　

意
見
発
表
の
内
容
を
決
め
る
際
も
、
迷
わ

ず
操
法
を
選
択
、
操
法
以
上
に
練
習
を
重
ね
、

全
国
大
会
の
ひ
の
き
舞
台
に
立
つ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
自
分
が
発
表
す
る
２
つ
前
、
９
番
目
の
人

が
演
台
に
立
っ
た
瞬
間
、
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
緊
張
感
が
襲
い
ま
し
た
。
震

え
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
ん
で
す
」

　

人
生
最
大
の
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
も
多

く
の
聴
衆
を
前
に
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
森
田
さ

ん
、
練
習
で
も
成
し
え
な
か
っ
た
持
ち
時
間

５
分
を
１
秒
だ
け
残
し
て
、
締
め
く
く
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
「
終
わ
っ
た
瞬
間
は
放
心
状
態
で
し
た
。
自

分
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
時
も〝
え
っ
〟と
い
う

感
じ
で
、
同
行
し
た
妻
と
顔
を
見
合
わ
せ
た

ぐ
ら
い
で
す
か
ら
」と
、
笑
っ
て
語
る
森
田
さ

ん
の
当
面
の
目
標
は
、
市
代
表
と
し
て
県
消

防
操
法
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
ま
ず
は
４
月
の
直
入
方
面
隊
の
大
会
で

上
位
に
食
い
込
み
、
市
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

あ
と
一
歩
で
県
大
会
出
場
を
逃
し
た
前
回

大
会
の
雪
辱
を
誓
い
、『
２
番
員
異
常
な
し
』

の
声
が
高
ら
か
に
発
せ
ら
れ
る
市
大
会
出
場

を
目
指
し
、
彼
の
奮
闘
が
続
き
ま
す
。

仲
間
と
の
絆
が
生
ん
だ

　
  　

　
４
分
59
秒
の
思
い

４月22日の直入方面隊消防操法大会に向け、訓練を積
む要員の皆さん。
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竹
田
町
商
店
街
で
は
、
昨
年
の
11

月
か
ら
２
月
ま
で
、
㈲
ク
オ
ー
ル
エ

イ
ド
代
表
取
締
役
武
雄
信
夫
氏
を
講

師
に
招
き
、「
き
ら
り
輝
く
繁
盛
店

づ
く
り
」と
題
し
て
、
繁
盛
店
づ
く

り
の
た
め
の
夜
間
セ
ミ
ナ
ー
や
個
店

指
導
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
取

り
組
み
の
成
果
を
発
表
す
る
成
果
報

告
会
が
３
月
11
日
、
竹
田
商
工
会

議
所
２
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

〔
成
果
発
表
を
し
た
９
店
舗
〕

①
馬
場
家
具  

②
西
出
開
花
堂  

③
茶

ど
こ
ろ
く
わ
し
ま  

④
手
作
り
サ
ン

ド
の
店
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
今
勢
屋  

⑤
㈱

あ
わ
や  

⑥
一
楽  

⑦
風
琴
堂  

⑧
但

馬
屋
老
舗  

⑨
志
保
屋（
発
表
順
）

　
「
新
し
い
来
店
客
が
増
え
て
き
た
」、

「
お
客
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
っ
た
」
…
。 　

各
店
舗
と
も
、
店
頭
に
貼
ら
れ
た

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
取
り
外
し
た

り
、
商
品
の
整
理
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
配
置
を
工
夫
す
る
こ
と
で『
店
内

の
見
や
す
さ
』、『
商
品
の
わ
か
り
や

す
さ
』等
を
成
果
と
し
て
挙
げ
て
い

ま
し
た
。　

　
き
ら
き
ら
と
魅
力
の
あ
る
表
情
を

浮
か
べ
て
発
表
す
る
代
表
者
の
み
な

さ
ん
。
き
ら
り
輝
く
繁
盛
店
に
向
け

て
、
一
番
変
わ
っ
た
も
の
は
店
舗
の

見
映
え
だ
け
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
の

意
識
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
都
築
員
守
竹
田
町
商
店
街
振
興
組

合
代
表
理
事
は「
こ
の
報
告
会
は
始

ま
り
。
こ
の
店
づ
く
り
が
４
月
か
ら

も
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。
特
に

『
情
報
の
共
有
』に
よ
っ
て
、
９
店
舗

の
輝
き
が
町
全
体
の
輝
き
と
な
り
、

活
性
化
に
向
か
う
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

竹田かわら版
T O W N  T O P I C S

すこやかな成長を祈りながら

　
観
光
庁
の「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
顧
客

満
足
度
調
査
」モ
ニ
タ
ー
ツ
タ
ー
に
採

択
さ
れ
た
、
現
代
版
湯
治
・
温
泉
療
養

保
健
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
『
笑
い
と
温
泉
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
元
気
に
な
る
旅
』が
３
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で
の
３
日
間
、
竹
田
市
内
の
旅
館

や
温
泉
施
設
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
、
参
加
者
た
ち
は
竹
田
温
泉
花

水
月
で『
温
泉
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
笑
い
と

健
康
の
活
用
講
座
』を
受
講
。
講
師
の
ケ

ン
坊
田
中
さ
ん
は
、
温
泉
の
成
分
や
効

能
を
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
温
泉
に
加
え
て『
笑
い
』や

『
グ
ル
メ
』を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
お
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
自
然

治
癒
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 ウォーキングで元気になる旅

ニューツーリズム・モニターツアー開催

←笑いで元気なる！「温泉ソムリエ
　による笑いと健康の活用講座」

ストレス度等を測る健康チェック→

　第14回岡藩城下町雛まつり恒例の
「流し雛」が３月２日、豊後竹田駅前稲
葉川の河川敷で行われ、折り雛に“元
気で健やかに育つように”という願い
を込めて流しました。

　２月27日、ドイツワインの魅力を
もっと多くの方に知っていただこう
と、大分市内のレストラン「ヴァンダ
ンジュ」オーナーソムリエ・松野浩氏
を講師にお招きした『楽しく、美味し
く勧めるドイツワイン講座』が開催さ
れました。

ワインを楽しく、美味しく学ぶ
↑ワインの知識を分かりやすく語る松野先生

↑参加店舗の代表者による成果発表

き
ら
り
輝
く
魅
力
を
放
つ
！

変
わ
り
始
め
た
竹
田
町
商
店
街 

〜 

商
店
街
魅
力
あ
る
店
づ
く
り
支
援
事
業 

〜

笑い
と 温泉と
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

　
３
月
14
日
、
３
５
０
年
に
わ
た
っ

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
水
路
の
恵
み

に
感
謝
し
、
五
穀
豊
穣
を
願
う
城
原

井
路
土
地
改
良
区
・
水
恩
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
井
路
の
維
持
に
尽
力

し
て
き
た
委
員
の
表
彰
式
も
併
せ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

１年の学びの成果を発表

地域で受け継ぐ『水恩』
　

３
月
10
日
、「
平
成
23
年
度
竹
田

市
高
齢
者
大
学
閉
講
式
」並
び
に「
生

涯
学
習
ま
つ
り
」が
竹
田
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
、「
生
け
花
」や「
書
」

な
ど
各
公
民
館
で
実
施
さ
れ
た
文
化

活
動
の
成
果
を
展
示
。
大
ホ
ー
ル
で

は
落
語
家
・
林
家
染
二
さ
ん
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　３月９日、竹田温泉花水月の来館者数が６年ぶ
りに10万人を超え、前後を合わせて３名に当館
から竹田市特産品の詰め合わせが贈られました。
　幸運の10万人目は、農作業後に週３回は利用
するという荻町政所の渡辺栄治さんでした。
　営業時間の拡大やイベント実施等が利用者増
につながった竹田温泉「花水月」。今後も市民に
愛される温泉館を目指します。

地
元
企
業
の
力
強
い
応
援

　

 

竹
田
市
に
本
部
を
置
き
、
豊
か

な
食
を
提
供
す
る
企
業
、
株
式
会
社

フ
レ
イ
ン
の
下
田
英
隆
代
表
取
締
役

（
写
真
右
）か
ら
、
人
材
育
成
や「
食

育
」等
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
た
寄
付
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
創
業
年
間
に
ち
な
ん
だ
90
万
円
に
、

店
頭
募
金
を
加
え
た
寄
付
金
の
有
効

活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

発
展
の
著
し
い
中
国
に
お
い
て
、

『
中
国
十
大
温
泉
養
生
基
地
』、『
中

国
の
優
秀
な
生
態
観
光
地
』、『
中
国

の
最
優
秀
観
光
資
源
都
市
』と
い
わ

れ
る
東
北
部
に
あ
る
遼
寧
省
営
口
市

で
は
、「
広
大
な
工
業
用
地
へ
の
外

国
企
業
誘
致
」と「
温
泉
や
海
水
浴
を

活
か
し
た
振
興
計
画
」を
進
め
て
い

ま
す
。

　
そ
の
遼
寧
省
営
口
市
の
開
発
管
理

委
員
会
訪
問
団
一
行
が
、
日
本
の
温

泉
を
取
り
入
れ
た
事
業
の
視
察
の
た

め
に
来
日
し
ま
し
た
。
２
月
25
日
、

訪
問
団
は
温
泉
地
で
あ
る
竹
田
市
を

訪
れ
、
市
や
市
内
観
光
関
係
団
体
、

地
域
住
民
ら
が
出
迎
え
ま
し
た
。 

　
「
豊
か
な
自
然
景
観
、
温
泉
文
化

は
す
ば
ら
し
い
。
今
後
も
お
互
い
の

発
展
を
期
待
し
て
ま
す
」と
話
す
王ワ
ン

立リ
イ

群チ
ン

開
発
管
理
委
員
会
主
任
。
新
た

な
交
流
が
生
ま
れ
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

中
国
遼
寧
省
の
営
口
市

開
発
管
理
委
員
会
が
竹
田
を
視
察 

↑王立群開発管理委員主任を出迎える首藤市長

６年ぶりに年間10万人達成

↑ラッキーな10万人目となった渡辺さん

おかげ様で花水月が好調兆し！

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
所
が
完
成

◇
久
住
町
新
町
自
治
会
公
民
館

　
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業（
宝
く

じ
助
成
金
）」の
援
助
を
受
け
、
新
し

い
公
民
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
公
民
館
を
中
心
に
一

層
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

◇
竹
田
市
中
央
公
民
館
入
田
分
館

　
３
月
18
日
、
地
域
が
待
ち
望
ん
だ

新「
入
田
分
館
」の
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
木
造
平
屋
建
、
建
築
面
積

２
２
４・
４
２
㎡
。
名
水
の
里
に
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
が
完
成

し
ま
し
た
。

↑新築に伴い、久住神社夏越祭や道普
請、子供会ほか、幅広いコミュニティ
活動ができるようになりました↑広々として快適な調理室

歓迎！ 
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２
月
24
日
、『
第
43
回
大
分
県
農
業
賞
』

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
集
落
営
農
・
む
ら
づ
く

り
部
門
に
て
、
農
事
組
合
法
人
紫
草
の
里
営

農
組
合
が
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
、
受
賞
報
告
に
訪
れ
た
紫
草
の

里
営
農
組
合
の
み
な
さ
ん
に
向
け
、
首
藤
市

長
は
「
染
色
体
験
が
で
き
る
交
流
事
業
を
長

年
続
け
る
な
ど
、今
回
志
土
知
ら
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
す
ば
ら
し
さ
が
認
め
ら
れ
た
と
思

う
」
と
、
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。 

　

栽
培
が
難
し
い
と
い
わ
れ
る「
ム
ラ
サ
キ
」

で
す
が
、
今
後
は
、
昔
な
が
ら
の
栽
培
方
法

に
加
え
、
最
新
の
知
識
の
導
入
や
志
土
知
の

持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
、

志
土
知
な
ら
で
は
の
新
し
い
技
術
の
確
立
を

目
指
す
そ
う
で
す
。 

　

全
国
に
誇
れ
る
ロ
マ
ン
。
地
域
に
残
っ
て

い
る
歴
史
、
財
産
を
活
か
し
、
故
郷
の
振
興

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇紫草の里営農組合
　竹田市志土知地区で集落営農に取り組んでいる
農事組合法人（構成員37戸・経営面積22ha）。
　大規模化や農地集積による低コスト化が難しい
中山間地域にあって、水稲や麦、大豆に加えてワ
レモコウ、チョロギ、ムラサキ等の新品目を導入
することで収益の改善と女性の活躍の場が設けら
れています。 
　また、「紫」をテーマにした地域づくりに取り組
んでおり、栽培が極めて困難なムラサキ復興の活
動は、都市との交流、著名な染色家や大学との学
術交流、加工品　開発等、中山間地域における集
落営農のあり方に多くの示唆を与えています。 

「第43回大分県農業賞」
特別賞受賞 

農事組合法人紫草の里営農組合が

「染色、薬効、文学等に活かせるムラサキをもっと広めたい」
（農業組合法人紫草の里営農組合のみなさん） 　　　　　→

集
積
し
た『
農
家
の
声
』

　

農
業
委
員
会
が
建
議
書
を
提
出

　

２
月
24
日
、
竹
田
市
農
業
委
員
が
市
本
庁

舎
を
訪
れ
、農
業
の
振
興
を
目
的
と
し
た『
農

政
施
策
に
関
す
る
建
議
書
』
を
首
藤
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。 

　

は
じ
め
に
志
賀
一
幸
竹
田
市
農
業
委
員
会

会
長
が
挨
拶
の
な
か
で
、
建
議
内
容
は
農
家

の
意
見
、
要
望
等
を
取
り
ま
と
め
、
農
業
委

員
会
で
審
議
し
た
経
過
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
農
業
委
員
が
建
議
の
６
項
目

を
説
明
し
ま
し
た
。

①
「
認
定
農
業
者
、
農
業
後
継
者
の
育
成
に

つ
い
て
」（
佐
藤
典
二
委
員
・
竹
田
西
部
） 

②
「
集
落
営
農
の
推
進
に
つ
い
て
」

    　
　
　
　

 　
（
大
塚
征
亜
委
員
・
直
入
） 

③
「
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
永
寅
生
委
員
・
荻
） 

④
「
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
（
古
庄
京
子
委
員
・
竹
田
北
部
） 

⑤
「
有
害
鳥
獣
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
（
古
澤
俊
孝
委
員
・
竹
田
東
部
） 

⑥
「
農
業
関
連
企
業
の
積
極
的
な
誘
致
に
つ

い
て
」　
（
佐
藤
博
一
委
員
・
竹
田
南
部
）

　

首
藤
市
長
は
「
竹
田
な
ら
で
は
取
り
組
み

を
展
開
を
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　大分県では、平成14年度から「県民
総参加の森林づくり」の一環として、企
業の社会貢献活動として森林づくりを
推進する「企業参画の森林づくり」を展
開しています。
　２月23日、株式会社オーイーシーが
直入町の城後地区共有林１haを５区画
に分割して、毎年１区画に広葉樹300
本を植栽する「企業参画の森林づくり協
定」を結びました。

企業参画の森
も

林
り

づくり
協定を調印

↑建議の項目を説明する農業委員のみなさん

～直入町城後地区共有林に広葉樹を植栽～

↑正面左から、阿部大分県農林水産部長、
　森株式会社オーイーシー代表取締役社長、
　永冨城後自治会長、衛藤竹田直入森林組合長
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慶
長
17
年
（
１
６
１
２
）
秀
成
亡
き
後
、
嫡
男

久
盛
が
19
歳
で
家
督
を
継
ぎ
ま
し
た
。
久
盛
は
15

歳
の
時
、
山
城
国
（
現
：
京
都
府
南
部
）
伏
見
城

代
で
あ
っ
た
松
平
定
勝
の
娘
で
徳
川
家
康
の
姪
で

あ
っ
た
、萬
姫（
８
歳
）を
正
室
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。

  

久
盛
が
藩
主
と
な
っ
た
直
後
、
世
の
中
は
豊
臣
政

権
か
ら
徳
川
政
権
と
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
久
盛
は
、
大
坂
冬
の
陣
で
は
幕
府
軍
に
て

天
満
口
に
参
陣
し
、
夏
の
陣
で
は
、
船
中
で
大
坂

城
落
城
を
聞
き
ま
し
た
。

　

大
坂
夏
の
陣
で
廃
墟
同
然
と
な
っ
た
大
坂
城
は
、

元
和
５
年
（
１
６
１
９
）
２
代
将
軍
徳
川
秀
忠
に

よ
り
再
築
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
岡
藩
は
、
元

和
５
年
（
玉
造
口
担
当
）
元
和
10
年
、
寛
永
５
年

（
１
６
２
８
）
８
月
の
３
期
に
わ
た
り
普
請
を
命
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
石
材
は
、
御
影
・
飯
森
・
小
豆

島
や
廃
城
と
な
っ
た
伏
見
城
か
ら
調
達
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
江
戸
城
の
天
下
普
請
が
行
わ
れ
、
寛

永
５
年
（
１
６
２
８
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
京
橋

付
近
を
、
寛
永
13
年
（
１
６
３
６
）
に
は
本
丸
を

岡
藩
が
担
当
し
、
伊
豆
か
ら
石
舟
で
石
材
を
運
搬

し
て
、
穴
太
（
石
積
み
職
人
の
呼
称
）
が
手
伝
い

に
出
役
し
石
垣
の
修
築
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
銅
鐘
」（
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
）
に
刻
ま
れ
た
年

号
１
６
１
２
（
慶
長
17
年
）
３
月
に
、
江
戸
幕
府

は
、
教
会
の
破
壊
と
布
教
の
禁
止
を
命
じ
た
禁
教

令
を
出
し
ま
し
た
。
寛
永
11
年
（
１
６
３
４
）
に

長
崎
奉
行
で
あ
っ
た
府
内
城
主
竹
中
重
次
が
改
易

さ
れ
ま
し
た
。
府
内
城
受
け
取
り
及
び
城
番
を
仰

せ
付
か
っ
た
久
盛
が
、こ
の
時
期
に
岡
藩
に「
銅
鐘
」

を
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

寛
永
12
年
（
１
６
３
５
）
に
は
、
大
勝
院
に
愛

染
堂
が
建
立
さ
れ
、
市
内
で
は
最
古
の
木
造
建
築

と
し
て
、
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

翌
年
に
は
、
九
州
で
唯
一
幕
府
か
ら
許
可
さ
れ
た

銭
座
が
古
町
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
僅
か
４
年
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
尾
平
山
か
ら
地
金
を
調
達

し
て
寛
永
通
宝
を
鋳
造
し
て
い
ま
し
た
。

　

藩
の
基
本
法
制
の
整
備
な
ど
も
行
っ
た
久
盛
は
、

病
気
を
煩
い
承
応
２
年
（
１
６
５
３
）
３
月
18
日
、

岡
城
本
丸
に
て
60
歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。

（
佐
伯　

治
）

↑二代藩主中川久盛

二
代
藩
主
・
中
川
久
盛

■歴史資料館　常設企画展（２階展示室Ｂ）

『幕末の岡藩絵師
　淵

ふ ち

野
の

桂
け い

僲
せ ん

・渡
わ た

邊
な べ

拈
ね ん

華
げ

』

　岡藩絵師淵野桂僲（1825 ～ 1881）、渡邊拈華（1799
～ 1872）の館蔵作品を中心に、幕末維新期に岡藩で活躍
した絵師たちの画業を振り返ります。

〔開館時間〕９:00 ～ 17:00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日（月曜が祝日の場合は開館）

問竹田市立歴史資料館　☎ 63-1923

市民ギャラリー水琴館 ☎63-2200

〔開館時間〕９:00 ～ 17:00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は開館）
※休館日は、月曜日（月曜日が祝日の場合は開館）と祝日の翌日

です。
　10日は展示替えのため臨時休館します。
※なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接お電話

ください。

○写団ちくでん　四季展　３月25日㈰午後～４月８日㈰
　竹田市を中心に会員が撮影した四季折々の写真約60点を展示。

（写団ちくでん ☎63-1464）
○竹田キャンパスクラフト展　４月11日㈬～４月22日㈰
　染色、陶芸など40点を展示。

（前田亮二 ☎090-9778-0182）
○竹田市美術協会写真部作品展　４月24日㈫午後～５月６日㈰
　写真部会員が撮影した写真約50点を展示。

（竹田市美術協会写真部 〔工藤〕 ☎62-3110）

期間 ４月１日㈰ ～ ５月２日㈬

愛あ
い

染ぜ
ん

堂ど
う

を
世
に
送
り
出
し
た
名
君
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〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜

東
京
大
学
景
観
研
究
室
４
年

伊 

藤  

隆 

彬

　

昨
年
４
月
に
景
観
研
究
室
に
配
属

さ
れ
た
私
に
と
っ
て
、
初
め
て
触
れ
た

「
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
」
が
竹
田
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。

　

初
め
て
竹
田
の
地
を
踏
ん
だ
昨
年

10
月
17
日
よ
り
少
し
前
の
こ
と
、
実
物

の
町
よ
り
先
に
出
会
う
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
５
０
０
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
の

竹
田
城
下
町
の
模
型
で
し
た
。
私
た
ち

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
常
に
こ
の
模
型

と
共
に
あ
り
ま
し
た
。
始
め
に
行
っ
た

の
は
、
地
図
と
見
比
べ
な
が
ら
町
の
中

の
道
路
や
建
物
を
模
型
に
加
え
て
い

く
こ
と
で
し
た
。

　
実
際
に
竹
田
を
訪
れ
、
広
瀬
神
社
か

ら
眺
め
た
町
の
様
子
は
、
模
型
と
同
じ

よ
う
に
見
え
て
、
そ
こ
に
息
づ
く
大
自

然
や
人
々
の
暮
ら
し
の
様
子
は
、
や
は

り
新
鮮
な
驚
き
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
私
た
ち
の
１
番
の
仕
事
は
、
竹
田
の

町
に
触
れ
、
そ
こ
で
見
た
も
の
、
感
じ

た
も
の
を
模
型
の
上
に
表
現
し
て
い

く
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
、
季
節
を
彩

る
街
路
樹
で
あ
っ
た
り
、
古
く
か
ら
竹

田
を
見
守
っ
て
き
た
水
路
で
あ
っ
た

り
、
道
端
で
交
流
を
育
む
人
々
の
姿
で

あ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
町
の
中
の

情
感
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
変
え
て
い

け
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
も
、
模
型
の
上

で
提
案
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
昨
年
は
私
に

と
っ
て
卒
業
論
文
と
悪
戦
苦
闘
が
続

い
た
１
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
自
分

が
考
え
て
い
る
こ
と
を
言
葉
に
す
る

の
は
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
と

り
わ
け
人
の
気
持
ち
は
、
ど
う
し
て
も

１
０
０
％
言
葉
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
、
言
葉
に
変
え
る
と
き
に

切
り
捨
て
ら
れ
る
部
分
は
も
し
か
し

た
ら
す
ご
く
大
切
な
部
分
な
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

思
い
を
形
に
し
て
人
に
伝
え
る
方

法
は
言
葉
だ
け
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
模
型
の
上
に
表
現
し
て
い

く
竹
田
の
今
の
姿
、
こ
れ
か
ら
の
姿

は
、
私
た
ち
が
感
じ
て
き
た
竹
田
に
対

す
る
思
い
を
、
言
葉
よ
り
も
ス
ト
レ
ー

ト
に
表
現
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
れ

ば
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
先
に
実
際
に
形
作
ら
れ
て
い
く
竹

田
の
町
は
、
竹
田
で
暮
ら
す
人
々
の
生

活
や
そ
こ
か
ら
生
じ
る
気
持
ち
や
愛

着
を
、
人
間
に
代
わ
っ
て
語
っ
て
く
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

28

竹
田
雑
感

たけたんアンテナ

　
日
本
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
入
田

湧
水
群
の
ひ
と
つ
「
河
宇
田
湧
水
」。

そ
の
隣
に
あ
る
コ
ッ
ト
ン
水
車
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
、
一
風
堂
が
全
面
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
「
一
風
堂
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス・中
華
そ
ば
や
」の
オ
ー

プ
ン
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
河
宇
田
湧
水
」
に
は
、
平
日
問

わ
ず
市
外
か
ら
多
く
水
汲
み
客
が
訪

れ
る
こ
と
か
ら
、
宣
伝
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。

　
コ
ッ
ト
ン
水
車
は
、
平
成
11
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
地
元
野
菜
や
加
工
品

の
直
売
所
で
、
現
在
「
コ
ッ
ト
ン
水

車
の
会
」（
河
野
京
一
会
長
・
会
員

50
人
）
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
は
高
齢
化
等
の
理

由
に
よ
り
販
売
額
も
減
少
傾
向
と
な

り
、
運
営
の
再
考
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
計
画
は
、
従
来
の

直
売
所
に
16
席
の
「
中
華
そ
ば
や
」

を
併
設
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
一
方
、
ラ
ー
メ
ン
店
「
博
多
一
風

堂
」
な
ど
を
展
開
す
る
「
力
の
源
カ

ン
パ
ニ
ー
」
は
、
平
成
21
年
10
月
に

久
住
高
原
で
農
業
生
産
法
人
・
く
し

ふ
る
の
大
地
を
設
立
し
、
現
在
野
菜

な
ど
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
『
縁
』
に
始
ま
り
、
力
の
源

カ
ン
パ
ニ
ー
か
ら『
麺
の
街
た
け
た
』

の
企
画
提
案
が
あ
り
、
入
田
地
区
で

実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
運

営
は
「
コ
ッ
ト
ン
水
車
の
会
」
が
行

い
ま
す
。

　
こ
の
『
麺
の
街
た
け
た
』
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
〝
地
域
振
興
〟。
つ
ま
り
、

『
地
元
産
の
食
材
を
使
っ
て
、
地
元

の
人
が
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

の
振
興
を
図
る
』。
今
回
を
成
功
例

に
し
て
２
号
店
、
３
号
店
…
…
の
展

開
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
今
後
移
住

や
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
方
の
就
業
機
会
の

創
出（
農
村
回
帰
の
受
け
皿
と
し
て
）

の
面
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
、
進
出
企
業
と
地
域
の
連

携
か
ら
生
ま
れ
る
奇
跡
。
オ
ー
プ
ン

は
い
よ
い
よ
４
月
末
日
。
地
域
振
興

に
熱
い
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
企
画
情

報
課
農
村
回
帰
推
進
室 

☎
６
３
ー

４
８
０
１

久
住
高
原
と
入
田
が
縁
む
す
び
！

地
域
振
興
に
熱
い
期
待
！
一
風
堂
が
「
コ
ッ
ト
ン
水
車
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「
行
列
の
で
き
る
」ラ
ー
メ
ン
屋

↑３月２日、くしふるの大地研修センター開所式

↑河宇田湧水の隣にあるコットン水車
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や
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
、
モ
デ
ル
地
域
の
選

定
を
行
い
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事

業
を
活
用
し
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

【
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
シ

ス
テ
ム
構
築
事
業
】

　

地
域
福
祉
の
分
野
で
は
、
現
在
、

有
償
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
で
き
る
暮
ら

し
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
関

係
機
関
や
関
連
施
設
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
買
い
物
代
行
や
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
見
守
り
、
調
理
支
援
と
い
っ
た

多
様
な
生
活
支
援
を
お
互
い
が
支
え

合
う
仕
組
み
に
よ
る
有
償
サ
ー
ビ
ス

で
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
場
、
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー

の
拠
点
と
な
る
「
寄
り
合
い
の
場
」

づ
く
り
を
実
証
的
に
行
う
計
画
で
す
。

　

安
く
て
、
便
利
で
市
内
を
回
る
：

そ
れ
は
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市

民
バ
ス
だ
。

　

商
工
業
の
路
線
バ
ス
は
経
済
的
に

不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
２
０
０
４
年
に
営
業
を
始
め

た
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
運
輸
連
合
に
も

所
属
し
て
い
る
市
民
バ
ス
は
形
式
的

に
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
役

所
交
通
局
が
担
当
す
る
が
、
実
行
と

管
理
は
、
環
境
部
と
「
市
民
バ
ス
協

会
」が
担
当
し
て
い
る
：
例
え
ば
ル
ー

ト
の
選
択
・
停
留
所
の
選
択
・
宣
伝
・

運
転
手
の
代
表
と
募
集
・
乗
客
の
窓

口
。
費
用
を
下
げ
る
た
め
、
色
々
な

方
法
が
考
え
ら
れ
た
。

　

先
ず
、
使
わ
れ
て
い
る
２
台
の
バ

ス
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
あ
り
、
運
転

手
は
す
べ
て
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
の
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。
そ

れ
で
人
件
費
と
バ
ス
の
維
持
費
を
削

減
で
き
た
。
現
在
２
台
の
バ
ス
と
３

つ
の
ル
ー
ト
は
47
名
の
運
転
手
が
協

　
竹
田
市
経
済
活
性
化
促
進
協
議
会

は
、
平
成
23
年
７
月
か
ら
「
生
き

活
き
興
起
雇
用
創
出
大
作
戦
！
」
を

実
施
し
、
地
域
福
祉
や
健
康
づ
く
り
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
各
分
野
で
、

竹
田
な
ら
で
は
の
新
し
い
産
業
づ
く

り
と
そ
の
担
い
手
育
成
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー

タ
ー
や
健
康
づ
く
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
養
成
セ
ミ
ナ
ー
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
担
い
手
育
成
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

開
催
し
て
お
り
、
平
成
24
年
度
も
引

き
続
き
分
野
ご
と
に
人
材
育
成
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
仕
組
み
づ
く
り
や

人
材
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
具
体
的
な
拠
点
づ
く
り

いきいき
興
起
厚
生
労
働
省
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業　

あ
な
た
が
開
け
る　

チ
ャ
ン
ス
の
扉
！

生
き
活
き
興
起
雇
用
創
出
大
作
戦
！

実
証
・
実
践
に
向
け
て

１
年
間
の
事
業
を
導
入
！

姉妹都市 ドイツバート ･ クロツィンゲンコーナー

「市民は市民のために運転する」
バートクロツィンゲンの「市

B ü r g e r b u s

民バス」の紹介

column & news

【
健
康
づ
く
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

実
践
事
業
】

　
健
康
づ
く
り
分
野
で
は
、
竹
田
市

の
有
す
る
温
泉
や
自
然
、
食
材
等
の

地
域
資
源
を
活
用
し
、
市
民
や
滞
在

者
に
対
す
る
健
康
づ
く
り
を
実
践
で

き
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
公
的
な
温
泉
施
設
の
休
館
日
を
活

用
し
た
「
湯
中
運
動
教
室
」
の
開
催

等
適
切
な
運
動
指
導
に
よ
り
、
市
民

に
対
し
て
健
康
づ
く
り
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
い
、
竹
田
市
全
体
の
医

療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
実
施
期
間
は
、
平
成
24
年
４
月
～

平
成
25
年
３
月
ま
で
で
す
。
５
月
号

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ニ
ュ
ー
や
募
集

に
つ
い
て
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

taketa-ikiiki.org

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

竹
田
市
経
済
活
性
化
促
進
協
議
会　

（
☎
６
２
ー
２
１
２
２
）

力
す
る
。
２
０
０
６
年
か
ら
乗
客
率

は
２
倍
上
が
っ
て
、
２
０
１
１
年
に

は
７
万
４
千
人
を
超
え
た
。
人
気
が

だ
ん
だ
ん
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う

証
明
だ
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
運
賃

に
違
い
な
い
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
運
輸

連
合
の
一
ヶ
月
券
を
持
つ
乗
客
は

無
料
で
乗
れ
、
ま
た
は
バ
ー
ト
・
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
で
保
養
を
受
け
る

客
と
障
害
者
も
無
料
で
乗
れ
る
。
そ

の
他
の
乗
客
は
た
っ
た
の
60
セ
ン

ト
（
60
円
）
を
払
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
保
養
お

よ
び
温
泉
施
設
か
ら
補
助
金
と
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
運
輸
連
合
か
ら
の
還

付
金
が
あ
っ
て
も
、
市
民
バ
ス
は
維

持
管
理
費
の
負
担
の
高
騰
の
せ
い

で
赤
字
を
出
し
て
い
る
。

　

し
か
し
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
の
市
民
バ
ス
は
ド
イ
ツ
全
国
で

も
評
価
が
高
く
て
、
市
民
な
ど
に
人

気
が
あ
り
、
将
来
に
も
大
事
な
役
割

を
果
た
す
と
思
う
。

A  コラム  by claudia kehl
（国際交流員）

クラウディア・ケール

写真バーディシェ新聞
（http://www.badische-zeitung.de/bad-krozingen/immer-mehr-

fahrgaeste-nutzen-den-buergerbus--46533838.html）
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自
分
の
た
め
に
健
診
を
受
け
る
！

　

健
診
は
、
身
体
に
起
こ
っ
て
い
る
目
に
見

え
な
い
変
化
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

市
で
は
費
用
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
負
担

し
、
安
い
料
金
で
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
年
し
っ
か
り
と
受
診
し
、
１
年

に
１
回
は
自
分
の
身
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
！

○
健
診
の
受
診
方
法

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
に
健
診
を

受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
、
項
目
、
費
用
等
が

違
い
ま
す
の
で
、確
認
し
て
受
診
く
だ
さ
い
。

○
地
区
巡
回
健
診

　

健
診
車
が
各
地
区
を
巡
回
し
て
健
診
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
高
齢
者
の
多
い
本
市

で
は
多
く
の
方
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
若
い

方
や
社
保
の
方
で
も
手
軽
に
が
ん
検
診
を
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
健
診
後
の
保
健
指
導

　

健
診
の
結
果
に
よ
り
、
保
健
指
導
を
受
け

る
事
が
で
き
ま
す
。
健
診
を
受
け
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
た
め
に
も
、
自
分
の
生
活
を
見
直

す
き
っ
か
け
と
し
て
、
参
加
し
て
み
ま
し
ょ

う
。生

活
習
慣
を
改
善
す
る
！

○
よ
い
食
生
活
の
習
慣
化

　

偏
っ
た
食
事
は
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
と

な
り
ま
す
し
、
栄
養
不
足
は
体
力
の
低
下
や

感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

市
や
各
地
域
の
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

で
は
、
良
い
食
生
活
の
習
慣
化
を
図
る
た
め

に
、
高
齢
者
の
食
改
善
や
男
性
料
理
教
室
の

開
催
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
級
グ
ル
メ
に
取
り
組
む
市
内
の

飲
食
店
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
食
生
活
の

改
善
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
の
習
慣
化

　

運
動
不
足
は
、
筋
力
を
衰
え
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
呼
吸
器
や
循
環
器
の
働
き
も
低
下

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
血
液
の
循
環
が
悪
く

な
ら
な
い
よ
う
、
身
近
な
運
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

「
竹
田
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
音
頭
」
や
「
お
茶
の

間
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
」
の
普
及
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
運
動
を
『
習
慣
』
に

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

心
を
休
め
る
！

　

近
年
、
高
齢
化
に
伴
う
認
知
症
の
ほ
か
、

う
つ
病
等
の
心
の
健
康
づ
く
り
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
認
知
症
予
防
講
演
会
や
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
講
演
会
に
参
加
し
て
、
こ
こ
ろ
の
健
康

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
た

ま
に
は
心
を
休
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
活
動
に
参
加
す
る
！

　

運
動
や
食
事
な
ど
の
分
野
で
様
々
な
健
康

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
本
市
が
も
つ
貴
重
な
温
泉

資
源
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
も
併
せ
て
進

め
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
は
個
人
の
意
識
改
革
が
重
要

で
す
が
、
一
人
だ
け
の
力
で
は
達
成
す
る
こ

と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
各

自
治
会
の
愛
育
保
健
推
進
員
を
中
心
に
「
声

か
け
」、「
見
守
り
」、「
健
康
学
習
」
等
、
地

域
交
流
や
ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
健
康
増
進
課

☎
６
３
ー
４
８
１
０

健　康　一　直　
線

保健
だより
保健
だより

健
康
づ
く
り
は
総
力
戦
！

　

竹
田
市
で
は
「
健
康
一
直
線
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
者
が
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
方
も
、
あ
ま
り
関
心
の
な
か
っ
た
方

も
平
成
24
年
度
を
健
康
づ
く
り
元
年
と
位
置
付
け
て
、
健
康
に
向
か
っ
て
一
直
線
に

進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

健康情報

地
域
で
守
る　

み
ん
な
の
健
康

↑いつまでも元気いっぱい！健康こそ一番の幸せ（宮砥・おしゃべりサロンのみなさん）
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後期高齢者医療保険料　

平成24･25年度の

後期高齢者医療保険料率が
改定されます

《保険料について》
　後期高齢者医療保険料については、被保険者である75歳以上の高齢者一人ひとりに保険料を負
担いただいています。負担していただく保険料額は、被保険者全員が等しく負担する均等割額と、
所得に応じて負担する所得割額を合計して個人単位で計算されます。均等割額と所得割率は大分
県後期高齢者医療広域連合で２年ごとに決定されます。
　平成24･25年度の保険料率は、医療技術の進歩などにより、１人当たり医療費が年々増加して
おり、下記のとおり保険料率の引き上げをせざるを得なくなりました。今回の引き上げは、後期
高齢者医療制度の財政運営を安定的に維持することで、高齢者の皆さまが安心して医療を受ける
ことができるようにするものです。

平成22・23年度 平成24・25年度 比　　較
均　等　割 47,100円 48,500円 ＋1,400円
所　得　割 8.78％ 9.52％ ＋0.74％
賦課限度額 50万円 55万円 ＋5万円

《今回引き上げとなる主な要因》
①大分県の１人当たり医療給付費が平成22・23年度平均923,035円から平成24・25年度平均

975,669 円へ5.7％伸びる見込みとなっています。
②被保険者が保険料として負担する率は、現役世代人口の減少に伴って、現役世代一人当たり支

援金の負担が著しく増加しないよう段階的に引き上がる仕組みとなっており、この割合が平成
22 年度10.26％から平成24年度10.51％に引き上がります。

《保険料率の増加抑制策》
　何らの抑制策も講じない場合には、一人当たり保険料額が大幅に増加することが見込まれるため、
今回の保険料率改定にあたり、可能な限り増加抑制策を講じています。

　　抑制策① ……平成23年度剰余金の全額活用【見込額約23億円】
　　抑制策② ……財政安定化基金の活用【５億円】

　　被保険者の皆さまにはご負担をお掛けしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。
　なお、平成24年度の保険料は７月に決定し通知します。

●お問い合せ　竹田市税務課　課税係  ☎63-1111（内線127）　大分県後期高齢者医療広域連合  ☎097-534-1771

《保険料の計算方法》

※所得に応じて（９割、8.5割、
５割、２割）軽減があります

＋

⇩

均等割額

48,500円

所得割額

（所得ー 33万）×9.52％

年間保険料（上限55万）
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遺
産
の 掘 り

お
こ
し

出出

竹竹
田田
らら
しし
ささ のの

創創

伝
統
文
化（
踊･

楽
）

食（
田
楽
）

温
泉
群

史
跡
群

だ
る
ま
の
里
づ
く
り

　
今
年
度　
岡
藩
第
一
代
藩
主

中
川
秀
成
公
が
亡
く
な
っ
て
、

四
百
年
目
と
い
う
節
目
を
迎
え

「
岡
藩
城
下
町
四
百
年
祭
」
が

行
わ
れ
、
年
間
通
し
て
、
そ
の

推
進
協
議
会
に
よ
っ
て
企
画
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た　
飛
び
入
り
の
企
画
も

出
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
先
人
が
遺
し
て
く
れ
た
も
の

で
〝
ほ
こ
り
〟
を
か
ぶ
ら
せ
て

い
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
か

〝
誇
〟
に
か
え
て
い
く
作
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
年
で
あ
る
と

い
う
思
い
が
つ
の
り
ま
す
。
そ

し
て
私
た
ち
住
ん
で
い
る
も
の

が
自
分
た
ち
の
手
で〝
く
ら
し
〟

の
修
正
を
し
、
よ
り
豊
か
な
く

ら
し
を
先
人
た
ち
か
ら
学
び
な

が
ら
実
現
し
て
い
く
年
に
し
て

い
く
第
一
年
次
と
し
た
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

野
外
で
見
ら
れ
る
本
物

　
生
活
の
場
で
み
ら
れ
る
文
夫

ら
の
作
品
、
合
併
で
巾
を
も
っ

て
き
た
涌
水
群
、
そ
し
て　
温

泉
群
、
寺
の
山
門
を
調
べ
て
み

る
と
そ
の
個
性
の
豊
か
さ
に
は

驚
か
さ
れ
る
。
本
物
が
く
ら
し

の
中
で
息
づ
い
て
い
る
姿
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
し
か
し　
合
併
後
、
こ
こ
に

き
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
蓄
積

さ
れ
た
宝
が
消
え
て
い
く
運
命

を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
現
象
を
み

の
が
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
れ
に
歯
ど
め
を
か
け
、
継
承

保
存
、
活
用
体
制
を
し
っ
か
り

し
た
も
の
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
は
、
先
人
に
学
ぶ
姿
勢
の
中

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

　
稲
葉
ダ
ム
の
完
成
と
と
も
に

「
城
下
町
」を
竹
田
の「
文
化
財
」

と
し
て
み
て
い
こ
う
と
い
う
動

き
が
あ
る
が
捨
て
が
た
い
も
の

が
あ
る
。
い
や　
そ
う
い
う
感

謝
の
念
に
つ
な
が
る
動
き
こ
そ

大
事
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
歴
史
と
自
然
を
護
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）

先 人 に 学 ぶ

79

今月のイントロダクション

　
本
校
は
今
年
度
１
年
生
15
名
、
２

年
生
18
名
、
３
年
生
26
名
、
合
計
59

名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、文
部
科
学
省
委
託「
久

住
地
域
人
権
教
育
総
合
推
進
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。   

　
当
日
は
県
内
各
地
及
び
県
外
か
ら

学
校
教
育
関
係
者
や
公
民
館
関
係
者

が
来
校
し
、
２・３
年
生
の
授
業
を

参
観
し
て
く
れ
ま
し
た
。
参
観
し
て

い
た
だ
い
た
先
生
方
か
ら
生
徒
の
学

習
に
対
す
る
取
り
組
み
に
対
し
て
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
生
徒
の

励
み
や
自
信
に
な
り
ま
し
た
。                   

　
ま
た
、
生
徒
会
活
動
と
し
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
連
携
し
て
「
歩
こ
う
運
動
」
や

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
「
歩
こ
う
運
動
」
と
は
毎
朝
最
低

で
も
学
校
か
ら
１
㎞
手
前
か
ら
は
歩

い
て
登
校
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
３
年
前
か
ら
取

り
組
み
は
じ
め
、
昨
年
度
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
ほ
ぼ
全

員
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
旧
校
門
前
で
は
、
生
徒

会
生
活
部
を
中
心
に
毎
朝
あ
い
さ
つ

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

あ
い
さ
つ
運
動
は
、
竹
田
市
「
教
育

の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
」
と
も
つ
な
が

る
も
の
で
、
地
域
の
方
々
と
の
接
点

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
校
内

で
の
明
る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
活
動

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
生
徒
会
活
動
の
中
で

生
徒
自
ら
考
え
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

「
挑
戦
・
継
続
そ
し
て
・
・
・
感
謝
」

で
す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
生

徒
た
ち
が
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り

組
み
、
努
力
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿

勢
を
表
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
常
に
保
護

者
、
地
域
の
方
々
や
周
り
の
人
々
の

お
か
げ
で
あ
る
こ
と
も
表
現
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
生

徒
を
育
む
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に

囲
ま
れ
て
本
校
教
育
に
取
り
組
め
る

こ
と
に
感
謝
し
、
日
々
の
教
育
実
践

に
励
ん
で
い
ま
す
。  

（
志
水
輝
昭
）

挑
戦
・
継
続
そ
し
て
…
…
感
謝

今
月
の
学
び
舎

↑  生徒たちはいつも心に！「挑戦・継続そして…感謝」

久
住
中
学
校

↑昨年度取り組んだ、文部科学省委託「久住地域人権教育総合推進事業」

■博物館公園



25 2012年４月発行

introduction

図書館の
お知らせ

４　月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

※カレンダー中の白抜きの日が
休館日です。

4

誕
生
お
め
で
と
う

2
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

今月の読み聞かせ
○おはなしルーム　４月18日㈬　13:20 ～ 14:00　（竹田市立図書館えほんのへや）
○ブックスタート　４月11日㈬　14:00 ～　　　　（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや　毎週火曜日 　10:30 ～ 11:00　（竹田市立図書館えほんのへや）

【一般の本】
・星月夜（文藝春秋）　　　　　　　　　　伊集院　静
・日本列島いきものたちの物語（角川書店）岩合　光昭
・きなりの雲（講談社）　　　　　　　　　石田　　千
・塩麹&甘酒で作る､麹のおいしいスイートレシピ
　（河出書房新社）　　　　　　　　　　　小紺　有花
・ながい坂（上・下）（新潮社）　　　　　山本周五郎
・高峰秀子暮しの流儀（新潮社）　　　　　高峰　秀子
・加藤清正虎の夢見し（幻冬舎）　　　　　津本　　陽
・空ばかり見ていた（文藝春秋）　　　　　吉田　篤弘
・発酵食をはじめよう（文藝春秋）　　　　塩山　奈央
・玉村警部補の災難（宝島社）　　　　　　海堂　　尊
・真夜中のパン屋さん１・２（ポプラ社）　大沼　紀子
・毒笑小説（集英社）　　　　　　　　　　東野　圭吾

【子どもの本】
・見てびっくり野菜の植物学（少年写真新聞社）盛口　　満
・も～お～うしです！（「浪速部落の歴史」編集委員会） とく   はるあき
・天使と話す子（BL出版）　　　　　　　　エスター・ワトスン

ー他20冊ほど入りました

司書
おすすめの
１冊

一般書「蜩ノ記」　
葉室　麟（祥伝社）　

　直木賞に輝いた話題の一冊です。命を区切られ
たとき、人は何を思いいかに生きるのか……。心
ふるわす傑作時代小説をぜひどうぞ！　　

児童書「ひとり」　
吉本隆明　15 歳の寺子屋シリーズ（講談社）

　15歳の寺子屋シリーズの中でもおすすめの本。
学校とはまた違う「出会い」の役割をと人生の大
先輩が贈る大切な言葉が込められています。ぜひ
手にとって読んでみてください。

新刊のご案内

月

春！春！春です!!
５月５日㈯に子ども
の日のおはなし会を
します。
えほんのへやにみん
な来てね！

■竹田市立図書館
  TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL･FAX 68-2200
■久住図書室
  TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
  TEL 75-2240・FAX 75-2231

桜の花が咲き誇る始まりの季節になりました。
図書館にも春が訪れ、ワクワク・ドキドキする本がたくさん
並んでいます。この春、図書館デビューしてみませんか！　
ぜひお越しください。
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市長コラム
〈第33回〉

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるのは、
偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪れ、
竹田高校で講演した川端との縁は、
まさに目には見えない力だけれど、
神の配剤としか思えない。

←故郷に対する熱い思いこめて、意見
　を述べる竹田高校民俗部の野仲君

　
２
月
５
日
に
開
催
し
た『
城
下
町
の
青
写
真
を
探
る
』と

い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
続
い
て
、去
る
３
月
18
日
に
は『
竹

田
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』を
開
催
し
た
。

　
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
３
年
間
だ
け
で
も
相
当
な
数
の

シ
ン
ポ
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
み
ん
な
で『
気
づ
き

の
世
界
』を
積
み
重
ね
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
３
月
18
日

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
過
去
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
中
で
も
ず
ば
抜
け
た
成
果
を
も
た
ら
せ
て
く
れ
た

よ
う
だ
。

　
ま
ず
、
基
調
講
演
で
登
壇
さ
れ
た
横
浜
国
立
大
学
の
大

原
一
興
教
授
の
話
。「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
屋
根
の

な
い
博
物
館
と
で
も
表
現
し
て
お
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
文

化
財
や
史
跡
が
宝
石
の
ご
と
く
に
存
在
す
る
地
域
の
こ
と

を
指
す
の
で
す
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
魅
力
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
に
あ
る
数
多
く
の
魅
力
を
単
体
で
バ
ラ

バ
ラ
に
放
置
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
単
体
に
糸
を
通
し

て
結
び
付
け
総
合
的
な
魅
力
を
創
造
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
」。
こ
れ
を
ネ
ッ
ク
レ
ス
モ
デ
ル
と
呼
ぶ
の
だ
そ
う
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
単
体
と
は
施
設
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
活

動
の
こ
と
も
含
め
る
と
教
授
は
諭
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
由
布
院
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
議
会
議
員
の
小
林
華
弥
子
さ

ん
の
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。「
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り

が
成
功
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
地
域
に
思
想
が
あ

る
か
ら
だ
と
思
う
」、
そ
し
て「
く
ら
し
に
も
由
布
院
ら
し

い
価
値
観
が
あ
る
か
ら
だ
」と
胸
を
張
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
多
摩
美
術
大
学
図
書
館
を
担
当
し
、
世
界
が

注
目
す
る
若
手
建
築
家
の
中
山
英
之
さ
ん
も
さ
す
が
だ
っ

た
。「
い
ま
の
竹
田
市
立
図
書
館
は
と
て
も
い
い
。
な
ぜ

な
ら
、
市
民
と
ま
ち
の
環
境
の
関
係
が
と
て
も
自
然
だ
か

ら
。こ
の
よ
う
な
価
値
観
を
見
つ
め
る
こ
と
が
大
切
だ
」と
。

　
そ
し
て
、
極
め
つ
け
は
、
竹
田
高
校
民
俗
部
の
発
表
。

昨
年
、
石
川
県
で
開
催
さ
れ
た『
民
家
の
甲
子
園
』で
全
国

３
位
に
輝
い
た「
変
わ
ら
な
い
も
の
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
」を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
再

現
し
て
く
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
内
容
は
是
非
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
観
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
元
の
高
校
生
た
ち
が
こ

ん
な
に
も
す
ば
ら
し
い
感
性
で
竹
田
と
い
う
ま
ち
を
観
察

し
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
愛
着
を
も
っ
て
い
て
く
れ
た
の

か
と
、
新
た
な
感
動
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
意
見
交
換
会
で
大
人
た
ち
の
や
り
と
り
を
聞
い

て
い
た
民
俗
部
の
野
仲
隆
幸
君
が
す
っ
く
と
立
ち
上
が
っ

て
こ
う
述
べ
た
。

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
力
は
小
中

学
校
で
の
学
び
が
大
切
だ
と
思
う
。
ぼ
く
ら
も
地
元
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
竹
と
ん
ぼ
を

作
っ
て
遊
ん
で
も
ら
っ
た
。
そ
れ
も
楽
し
く
て
大
切
な
の

だ
け
れ
ど
、
も
っ
と
地
域
の
こ
と
を
学
び
た
か
っ
た
。
竹

田
の
こ
と
を
知
る
こ
と
は
、
そ
ん
な
に
お
金
の
か
か
る
こ

と
で
は
な
い
と
思
う
。み
ん
な
で
竹
田
の
こ
と
を
知
っ
て
、

そ
し
て
市
民
全
員
が
学
芸
員
を
目
指
す
く
ら
い
の
郷
土
愛

が
必
要
だ
と
思
う
」と
。

　

思
想
と
価
値
観
と
情
熱
・
・
・
。
竹
田
市
に
と
っ
て
、

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
大
切
な
も
の
が
い
く
つ
も
示
唆
さ

れ
た
一
日
で
あ
っ
た
。

　
あ
ら
た
め
て『
地
域
学
』の
重
要
性
が
浮
上
し
た
。

私
事
八
十
を
過
ぎ
た
者

　
　

 

で
す
が
、
毎
月
の
広

報
を
見
る
た
び
に
誕
生
日

の
子
供
の
か
わ
い
さ
に
何

か
と
思
い
な
が
ら
、
こ
ん

な
川
柳
を
書
い
て
み
ま
し
た
。
も
し
よ
か
っ

た
ら
片
隅
に
で
も
と
思
い
、
思
い
切
っ
て
出

し
て
み
ま
し
た
。

少
子
化
で　

広
報
に
笑
え
む　

誕
生
日

か
わ
い
い
瞳
は
宝
物

（
入
田
地
区
・
木
崎
登
代
）

公
民
館
の
み
な
さ
ん
、
毎
日
毎
日
図
書

　
　

  

館
を
借
り
た
り
、
そ
こ
で
さ
わ
い
だ

り
し
て
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
と
何
か

悪
い
こ
と
を
す
る
た
び
に
学
校
に
言
っ
て

正
し
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ぼ
く
が
公
民
館
に
行
っ
た
の
は
１

年
だ
っ
た
け
ど
宿
題
を
す
る
に
も
遊
ぶ
に

も
と
て
も
快
適
で
し
た
。(

中
略)

　

こ
れ
か
ら
も
今
の
５
年
生
と
４
年
生
と

か
が
め
い
わ
く
を
か
け
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

（
久
住
小
学
校
卒
業
生
た
ち
）

こちら
市長室
Reader's Voice

｢

市
民
全
員
が
学
芸
員
で
あ
っ
て
ほ
し
い｣

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
竹
田
高
校
生
が
訴
え
た
こ
と

ー

↑久住小学校を卒業した６年生たちが、公
民館の思い出を手紙にして届けてくれま
した。職員はとても頼もしく感じました。
卒業おめでとう！
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それぞれのゴール
　「岡の里名水マラソン大会」が３月４日、
竹田市文化会館をスタート、フィニッシュ
とするコースで開催された。今年は、全国
から2,189人がエントリーし、当日は1,887
人の参加があった。
　25回記念を迎えた今大会を写真で振り返る。

①午前10時。フルマラソンがスタート
②25回連続出場を果たした名水マラソン

川野道弘さん（佐伯市）と衛藤喜久男さん
（ニュータウン七里）の２名が特別表彰。 
『名水マラソン』 を愛する〝鉄人〟たち！ 

③明正井路を走り抜けるランナー
④婦人会のみなさんが地元の食材で作った

定番の「豚汁」。雨に濡れ冷え切った選手
を温める。

⑤給水所には、誇れる湧水がある。
⑥フルマラソン男性１位・久間章弘さん。

「沿道の応援のお陰で気持ちよく走るこ
とができました」

⑦声をかけずにはいられない。「がんばっ
て！」　

⑧完走したすーぱーマンがゴールで選手た
ちを応援する車いすのおばあちゃんに駆
け寄り握手。おばあちゃんは笑顔に変
わった。

⑨帰りを待つ親友たちが、手製のゴール・
テープを持参。感動のゴールインをもう
一度。

⑩待ちきれなかった小さい娘は一緒に走り
出した。大好きなお父さんとゴールイン。

⑪ある女性ランナーがフルマラソンを５時
間以上かかってゴールイン。その直後、
くるりと振り返って、ゴールゲートに向
かって深々と一礼をした。「ありがとうご
ざいました」と、小さな声が聞こえた。

　いろんな思いを抱えて走る人、大会を支
えるボランティアとスタッフ……。みんな
にそれぞれのゴール。
　25年間続いたこのマラソン大会は、竹田
ならではの思いやりのイベントとして、こ
れからも多くの〝絆〟をつないでいくことだ
ろう。

①

③ ②

⑤ ④

⑦ ⑥

⑨ ⑧

⑪ ⑩

竹田の春を告げる　岡の里名水マラソン大会
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／
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  〒
878-8555  大

分
県

竹
田

市
大

字
会

々
1650  ☎

63-1043  ■
印

刷
／

い
づ

み
印

刷
今

回
の

東
日

本
大

震
災

の
影

響
に

よ
り

再
生

紙
の

入
手

が
困

難
に

な
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
了

承
下

さ
い

。

　

日
当
た
り
の
い
い
人
家
近
く
の

低
地
か
ら
高
い
山
地
ま
で
の
草
地

や
林り
ん
え
ん縁
に
生
育
す
る
花
期
に
は
高

さ
10
㌢
ほ
ど
の
地ち
じ
ょ
う
け
い

上
茎
の
あ
る
多

年
草
で
す
。
花
の
後
に
は
茎く
き

は
斜し
ゃ

上じ
ょ
う

し
20
～
30
㌢
ほ
ど
に
伸の

び
ま
す
。

　

互ご

生せ
い

す
る
ま
る
っ
こ
い
葉
は
心し
ん

形け
い

で
、
ふ
ち
に
低
い
鈍ど
ん

鋸き
ょ

歯し

が
あ

り
、
花
期
に
は
長
さ
２
㌢
、
幅
が

２
・
５
㌢
ほ
ど
で
す
。
葉よ
う
へ
い柄
の
基

部
に
は
ク
シ
の
歯は
じ
ょ
う状
に
深
く
裂さ

け

る
托た
く
よ
う葉
（
葉
柄
の
つ
け
根
に
あ
る

１
対
の
付ふ

属ぞ
く

体た
い

）
が
あ
り
ま
す
。

　

春
の
頃
、
ス
ミ
レ
特
有
の
淡
紫

色
の
上じ
ょ
う

弁べ
ん

が
２
個
、
側そ
く
べ
ん弁
が
２
個
、

下
の
唇し
ん
べ
ん弁
が
１
個
の
径
２
㌢
ほ
ど

の
５
弁べ
ん

花か

を
咲
か
せ
ま
す
。
唇
弁

花
に
は
濃
い
紫
色
の
筋す
じ

が
あ
り
ま

す
。
ま
た
唇
弁
の
後
方
に
は
花
弁

の
１
部
が
中ち
ゅ
う

空く
う

で
袋ふ
く
ろ

状じ
ょ
う

に
突と
っ

出し
ゅ
つ

し

た
短
い
距き
ょ

が
あ
り
ま
す
。
面
白
い

の
は
花
の
後
に
花
弁
が
退
化
し
た

閉へ
い

鎖さ

花か

を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

　

和
名
の
由
来
は
茎
が
立
ち
、
庭

の
よ
う
な
坪つ
ぼ

に
生
え
る
の
で
立タ
チ

坪ツ
ボ

菫ス
ミ
レ

の
名
が
つ
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
ご
く
普
通
に
道
沿

い
な
ど
、
ど
こ
で
も
観
察
さ
れ
、

高
い
場
所
で
は
祖
母
山
・
く
じ
ゅ

う
山
系
の
中
腹
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

花
期
は
４
月
か
ら
５
月
で
す
。

郷土の植物 （277）

阿孫  久見
第85回

タチツボスミレ（スミレ科）

平成2３年
４月生まれ

誕生日　親
（自治会）

平成24年５月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！問秘書広報係 ☎63-1043

　
３
月
２
日
、
大
久
保
タ
マ
ヲ
さ
ん

が
め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し

た
。

　
身
の
回
り
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
自

分
で
で
き
、
暖
か
い
日
に
は
散
歩
や

草
む
し
り
に
精
を
出
し
ま
す
。
テ
レ

ビ
の
国
会
中
継
が
大
好
き
で
、
今
で

も
政
治
家
の
批
評
を
行
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
長
生
き
の
秘
訣
は
気
持
ち
を
常
に

18
歳
に
保
つ
こ
と
。
タ
マ
ヲ
さ
ん
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

　白玉粉………100ｇ
　砂糖…………20ｇ
　水……………150cc

白あん…………120ｇ
いちご…………８個

今月の 食育レシピ

いちご大福

やわらかい求肥にいちごと白あんを包ん
でできあがり！
お子様に大人気の和菓子をご家庭でも！

〈材料〉８個分

作り方
１．いちごは洗ってへたを取り、水気をふきとる。

白あんを８等分していちごにつけ、丸める。
２．耐熱ボールに白玉粉を入れ、水を少しずつ

加えて溶かし、砂糖を混ぜる。
３．ラップをし電子レンジで２分加熱し、熱い

うちに木べらで手早く混ぜる。
４．もう一度ラップをして約１分加熱し、取り

出して混ぜる。同様にもう一度繰り返し、な
めらかになるまで混ぜる。

５．片栗粉を敷いたバットに入れ、全体に粉を
よくまぶして冷ます。

６．冷めたら８つに切り分け丸くのばし、１を
包み込む。 大

お お

久
く

保
ぼ

タマヲさん
（久住・向原）

おしらせ ３月は大久保さんのほかにも、100歳の方が４人誕生いたしました。
締切りの都合で、５月号でご紹介します。（秘書広報係）
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楽しい甘茶祭り　
日　時　４月９日㈪　13:30 〜　
場　所　仏厳寺（飛田川・ＪＡおおいた竹田事業部裏）
内　容　「おしゃかさまの話」「潅仏」「皆で歌おう・大

正琴」ほか
●お問い合せ　歎異抄を読む会　☎63-0423

城下町竹田400年記念
　語り部と、竹田の町を見て歩く会　
〔第１回　竹田の寺社門めぐり〕
日　時　４月13日㈮　9:00 〜 12:00　
場　所　長屋門－薬医門－二重門－楼門－四脚門等
参加料　無　料　（申込みは4/11まで）
語り部　仲村睦雄（郷土史家）

第２回〜第６回（偶数月に開催）
６月・彫刻めぐり（朝倉文夫記念館学芸員）、８月・古い商家めぐり（商
工会専務）、10月・田能村竹田ゆかりの地めぐり（顕彰会）、12月・岡藩
の墓地めぐり（文化財調査員）、2月・竹田の稲荷社めぐり（郷土史家）

共催　竹田観光ボランティアガイド委員会・岡の里事業
実行委員会

●お問い合せ　竹田観光案内所　☎63-2638

英雄寺ぼたん祭り　花祭ぼたん会
　岡藩主中川秀成公が慶長２年（1597年）第２次朝鮮
の役の時部下、永田新右衛門秀盛・村治五郎太右・郡次
郎兵衛の３士に命じ持って帰られた名花『朝鮮ぼたん』
が咲き誇ります。
日　時　４月20日㈮　
場　所　安産地蔵尊霊場曹洞宗龍泉山　英雄寺
●お問い合せ　英雄寺　☎63-1516

荻神社春季大祭「ゆたて」
　県無形民俗文化財「荻神社ゆたて」は、荻神社の祭り
に奉納される、斉庭の前の２つの大釜の湯を神に供え、
祝詞の奉上後、笹で湯を振り散らします。「ゆたて」の
湯がかかると魔除け厄病除け、長寿になると云われてい
ます。
日　時　４月26日㈭　
場　所　荻神社（竹田市荻町新藤1039）
　　　　市道荻・菅生線（広域農道沿い）
●お問い合せ　竹田市荻支所いきいき市民課☎68-2211

竹田市議会
市民との意見交換会を開催します

日　時 会　場 対象地域

４月21日㈯
19:00 〜 20:30

竹田分館 竹田東部（岡本・明治・豊岡・竹田）
入田分館 竹田南部（入田・宮砥・嫗岳）
松本分館 竹田西部（玉来・松本・菅生）

４月25日㈬
19:00 〜 20:30

文化財管理セン
ター（双城中跡）竹田北部（城原・宮城）

４月28日㈯
19:00 〜 20:30

荻公民館 荻地域
久住公民館 久住地域
直入支所大会議室 直入地域

●お問い合せ　竹田市議会事務局　☎63-4813

第24回大野川源流祭り
日　時　５月３日㈭　10:00 〜
場　所　陽目の里キャンピングパーク

内　容　春の山菜リゾット（数量限定）、エノハのつか
み取り、野点、スタンプラリー、ステージイベ
ント現代尺八野村公昭（荻町出身）、方言手品、
ブルーフェニックスの演奏ほか

　　　　○バザーの出店者を募集中！  ４月20日㈮締切
　　　　○荻福祉健康エリアから会場まで無料シャトル

バスを運行します。
●お問い合せ　大野川源流祭り実行委員会事務局（荻支

所産業建設課）☎68-2215

住　宅
公営住宅の入居者募集方法が変更になります
　募集については、これまで随時に申込を受付し､ 空室
になったときに随時抽選をしていましたが､ 平成24年４
月から下記のとおりとなりますのでお知らせいたします。

①募集は年５回（５月､ ８月､ 11月､ １月､ ３月）
定期的に行います。

②受付期間は募集月の10日から平日10日間になります。
③申込書は、募集の都度提出していただきます。
④募集住宅は、市報「広報たけた」および大分県住宅

供給公社のホームページに掲載します。
　（募集の前月は概要、当月は詳細を掲載）
■５月入居募集の概要

①竹田地域　市営下矢倉団地
②久住地域　田向住宅（単身可）
③３月の抽選会で入居が決まらなかった住宅の予定で

す。申込方法、募集住宅の詳細は「広報たけた」５
月号をご覧ください。

●お問い合せ　竹田市営住宅管理センター（本庁建設課内）
　　　　　　　☎63-4400

年　金
平成24年度年金出張相談のご案内
場　所　竹田市高齢者いきいき交流センター
　　　　（竹田市総合社会福祉センター裏）
時　間　10:00 〜 15:00
受　付　一部予約制。１か月前から前日迄に、直接年金

事務所に予約してください。当日の受付も可能
ですが、待ち時間が長くなることも考えられます。

平成24年度　年金相談日と開設時間
　24年４ 月18日㈬　５月16日㈬　６月20日㈬　７月18日㈬
　　　 ８ 月15日㈬　９月19日㈬　10月17日㈬　11月21日㈬
　　　 12月19日㈬　
　25年１ 月16日㈬　２月20日㈬　３月21日㈭
　※時間はいずれも　10:00 〜 15:00

●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所
　　　　　　　（お客様相談室）☎097-552-1211	

❶
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竹田市役所
(本庁)

竹田市いき
いき交流セ
ンター

会場 ⇨
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消費生活相談
消費生活相談窓口からの注意喚起　－ネットショッピングの注意点－

　インターネットでの買い物は便利ですが、トラブルも
後を絶ちません。そこでインターネットで買い物をする
際の注意点をお知らせします。
・検索などを使って店の評判を調べる。（ただし、すべて

信用できるとは限りません）
・返品条件、店舗の住所、電話番号等の連絡先がきちん

と表示されているか。
・利用規約の内容に問題がないか。
　これらのことを確認した上で、注文完了前に表示され

る確認画面で注文内容に間違いがないか確認してから
申し込みましょう。また、インターネットで購入の際
はクーリングオフの適用はありませんので気をつけて
ください。
●お問い合せ
◎竹田市役所　市民課窓口（消費生活相談）
　☎63-4834　8:30 〜 17:00（月〜金　平日のみ）
◎大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　☎097-534-0999
◎弁護士相談　竹田市中央公民館
　☎097-536-1458　14:00 〜 16:30
　（毎週火曜日、事前予約制）

農　業
「農の雇用事業」に参加の農業法人を募集します
　全国農業会議では、新たに就農希望者を雇用する農業
法人に対して、研修に要する経費などを助成する「農の雇
用事業」の平成24年度参加者を募集します。
募集期間　４月２日〜５月15日（必着）
研修期間　７月１日〜最長12か月（更に12か月延長可能）
助　成　額　研修生１人当たり　年間最大120万円
法人概要
①おおむね年間を通じて農業を営む法人で、研修生との

間に正規の従業員として期間の定めのない雇用契約を
締結し、原則として労働保険に加入させること。（１週
間の所定労働時間は35時間以上であること）

②労働基準法で定められた管理帳簿（出勤簿、賃金台帳労
働者名簿）を整理していること

③研修期間中に技術習得状況等が確認できる検定試験を
受験させること
研修生要件
①研修終了後も継続して就農する意志がある者
②法人の代表者の親族・姻族（3親等以内）でないこと。
（集落営農組織は除く）
そ　の　他
　詳細については、下記までお問い合わせいただくか、イ
ンターネットから情報及び申請書類がダウンロードでき
ます。「農の雇用」で検索してください。
●お問い合せ　大分県農業会議　☎097-532-4385
　竹田市農政課（担当：足達）　☎63-4805

農振除外申請等について
　農地を山林等に転用しようとする場合、その土地が農
業振興地域内の農用地（農振農用地）に指定されていれば、
農業委員会への転用申請の前に、農用地利用計画の変更
申出（農振除外申請等）が必要となります。

　平成24年度より、農振除外申請等の受付については、
６月、９月、12月、３月の年４回とさせていただきます。
　申請書は登記簿謄本等を添付の上、受付月の10日まで
に提出して下さい。
　申請書の提出先、及び申請地が農振農用地かどうかの
お問い合わせは、竹田市農政課または各支所産業建設課
までお願いします。
●お問い合せ　竹田市農政課　　　　　　　☎63-4805
　　　　　　　竹田市荻支所　産業建設課　☎68-2215
　　　　　　　　〃　久住支所産業建設課　☎76-1116
　　　　　　　　〃　直入支所産業建設課　☎75-2215

国民健康保険
勤務先の健康保険をやめたあとの手続を
ご存じですか？
　退職などの理由により、勤務先の健康保険をやめた方
は、次の⑴〜⑶のいずれかの健康保険の加入手続きをし
てください。
⑴勤務先の健康保険の任意継続
　勤務先の健康保険に2か月（共済組合は1年）以上加入
していた場合、退職して20日以内に手続きをすれば、今
まで加入していた保険を2年間継続することができます。
　保険料は、退職前に給与から控除されていた健康保険
料を２倍した額（但し上限あり）になります。手続き方法
等は、勤務先の健康保険担当者にお問い合わせください。
⑵家族の健康保険（社会保険の被扶養者）
　年間の収入が130万円（60歳以上又は一定の障がいが
ある場合は180万円）未満であれば、家族が加入している
健康保険に被扶養者として加入できる場合があります。
　被扶養者になった場合でも、家族の健康保険料は変わ
りません。手続き方法等は、ご家族の勤務先の健康保険担
当者にお問い合わせください。
⑶国民健康保険
　上記の⑴⑵以外の方は、国民健康保険に加入すること
になります。
　勤務先の健康保険をやめたあと、14日以内に、竹田市
保険課、または各支所いきいき市民課で加入の手続きを
してください。
　保険料（税）は、加入する世帯の人数や、前年の所得に
よって決まります。

◆加入手続きに必要なもの
・健康保険資格喪失証明書（職場や各健康保険の保険

者が発行したもの）
・印かん

　　なお、会社の倒産や会社都合等の非自発的理由で失
業された方の保険税は、離職日の翌日の属する月から
その翌年度末までの間、前年中の給与所得を30／100
とみなして計算します。

　　対象となる方は竹田市保険課、または各支所いきい
き市民課で申請をしてください。
※対象者（次の全てに該当する方）
・平成21年３月31日以降に離職し、離職時点で65歳

未満の人
・雇用保険受給資格者証の離職コードが11、12、21、

22、23、31、32、33、34の人
◆申請に必要なもの
・雇用保険受給資格者証
・印かん
●お問い合せ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係
　　　　　　　☎63-1111（内線135・136・137）

❷
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「退職者医療制度」の届出にご協力ください
　会社などを退職して、国保に加入した人のうち、被用者
年金（厚生年金や共済年金など）を受給している65歳未
満の人とその被扶養者が対象となる制度です。
　退職者医療制度と一般の国民健康保険では、納めてい
ただく保険税や医療費の窓口負担割合（３割）に違いはあ
りませんが、残りの医療費（７割）を負担する財源が違い
ます。退職者医療制度では、窓口負担額と保険税を除く分
は、会社等の健康保険からの拠出金で賄われています。
　適正に退職者医療制度へ加入していただくことで、国
民健康保険の負担が軽減されるため、皆様に納めていた
だく保険税の増加を抑えることにつながります。
　まだ、手続きがお済みでない方は、届出へのご協力をお
願いします。
■対象になる人
　次の条件のすべてに該当する人とその被扶養者
　①国保に加入している人
　②65歳未満の人

③厚生年金や共済年金などの年金を受けており、加入
期間が20年以上、または40歳以降10年以上ある人

■加入の届出について
　年金証書を受け取ったら14日以内に下記のものを
持って保険課、または各支所いきいき市民課で届け出を
してください。
☆届け出に必要なもの
　・保険証
　・印鑑
　・年金証書（退職者本人に該当する場合）
※すでに国保に加入している人に年金受給権が発生した

ときは、届出がなくても、市が退職被保険者証への切り
替えを行う場合があります。
●お問い合せ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係
　　　　　　　☎63-1111（内線135・136・137）

福　祉
はり、きゅう、あん摩マッサージ指圧施
設の利用助成
（施設利用証交付）
　はり、きゅう、あん摩マッサージ指圧の施術に対して、
助成制度があります。
対　象　者　市内に住所を有し、満年齢65歳以上の方。
助成内容　１人につき年６回以内で、施術１回につき

1,000円の施設利用証を利用できます。
申込方法　福祉事務所又は各支所いきいき市民課に備付

の申込書に記入押印ののち、施設利用証を交
付します。

●お問い合せ
　竹田市福祉事務所福祉係　　　　☎63-4811
　竹田市荻支所いきいき市民課　　☎68-2213
　　〃　久住支所いきいき市民課　☎76-1113
　　〃　直入支所いきいき市民課　☎75-2213

肝炎治療
肝炎ウイルス無料検査を実施しています
　大分県では、ウイルス性肝炎の早期発見、早期治療を促
進するため、保健所及び医療機関でＢ型・Ｃ型肝炎ウイル
スの無料検査を実施しています。
○対　象　者　今までに肝炎ウイルス検査を受けたことの

ない方で、健康増進事業などによる検査対
象となっていない方（詳しくは、保健所にお
問い合せください）

○受診方法　①最寄りの保健所で受診する方法
　　　　　　②お近くの医療機関で受診する方法
○手　続　き　①保健所の場合は、事前電話予約が必要
　　　　　　②医療機関の場合は、保健所が発行する「肝

炎ウィルス検査受診票」が必要です。最寄
りの保健所にご連絡ください。

　お問い合せは、大分県健康対策課（☎097-506-2673）ま
たは豊肥保健所（☎0974-22-0162）まで。

●肝炎治療に対する医療費助成制度
  大分県では、肝炎治療を受けられる方を対象に医療費の
助成を行っています。
○対象医療

①Ｂ型、Ｃ型ウイルス性肝炎に対するインターフェロン
治療（根治を目的として行われるもの）

　②Ｂ型ウィルス性肝炎に対する核酸アナログ製剤治療
○助成内容　自己負担額が、世帯の所得に応じ、月額１万

円または２万円に軽減されます。
○対　象　者　大分県内に住民票を有する方、対象となる医

療は保険適用となっているものに限られます。
○助成期間　原則１年間ですが、核酸アナログ製剤治療に

ついては、医師が治療の継続が必要と認める場合、更新
することができます。お近くの保健所に、必要書類を添
えて申請してください。

　お問い合わせは、大分県健康対策課（☎097-506-2674）
または豊肥保健所（☎0974-22-0162）まで

❸

たけたん情報



2012年４月発行❹

17
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
:3

0-
11

:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

18
㈬

・
温

泉
療

養
文

化
館

「
御

前
湯

」
休

館
日

　
・

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

休
業

日
　

・
年

金
相

談
10

:0
0-

15
:0

0（
竹

田
市

高
齢

者
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー
）

問
日

本
年

金
機

構
大

分
年

金
事

務
所

　
☎

09
7-

55
2-

12
11

　
※

一
部

予
約

制
　

・
１

歳
６

か
月

児
健

康
診

査
13

:0
0-

13
:2

0受
付

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

大
分

県
行

政
書

士
会

無
料

相
談

会
13

:0
0-

16
:0

0（
大

分
県

行
政

書
士

会
〔

大
分

市
〕）

　
・

お
は

な
し

ル
ー

ム
13

:2
0-

14
:0

0（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）　
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:3

0-
15

:3
0（

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

（
☎

63
-3

34
6）

19
㈭

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日
・

食
育

の
日

20
㈮

・
英

雄
寺

ぼ
た

ん
祭

り
・

豊
肥

成
牛

市
場

（
9:

30
セ

リ
開

始
）

21
㈯

・
竹

田
市

議
会

「
市

民
と

の
意

見
交

換
会

」
19

:0
0-

20
:3

0（
竹

田
分

館
・

入
田

分
館

・
松

本
分

館
）

22
㈰

・
大

分
合

同
新

聞
社

旗
争

奪
　

第
44

回
竹

田
市

荻
地

域
自

治
会

対
抗

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

9:
00

開
会

式
（

荻
小

学
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
ほ

か
）

※
雨

天
中

止

23
㈪

24
㈫

・
竹

田
市

美
術

協
会

写
真

部
作

品
展

9:0
0-

17
:00

（
竹

田
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
）

〜
5/

6ま
で

　
・

お
は

な
し

の
へ

や
10

:30
-1

1:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）　

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

:30
-1

5:3
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約
（

☎
63

-3
34

6）

25
㈬

・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

・
竹

田
市

議
会

「
市

民
と

の
意

見
交

換
会

」
19

:0
0-

20
:3

0（
文

化
財

管
理

セ
ン

タ
ー

）

26
㈭

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日
　

・
荻

神
社

春
季

大
祭

「
ゆ

た
て

」
11

:30
〜

　
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:30

-1
5:3

0（
久

住
保

健
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約
（

☎
63

-3
34

6）
　

・
ポ

リ
オ

予
防

接
種

14
:00

-1
5:0

0受
付

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

27
㈮

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
13

:0
0

〜
（

岡
城

跡
駐

車
場

）
※

要
予

約
：

文
化

財
課

☎
63

-4
81

8

28
㈯

・
さ

と
う

よ
し

み
合

唱
団

練
習

日
10

:0
0-

11
:3

0（
佐

藤
義

美
記

念
館

「
こ

の
こ

の
お

う
ち

」）
・

竹
田

市
議

会
「

市
民

と
の

意
見

交
換

会
」

19
:0

0-
20

:3
0（

荻
公

民
館

・
久

住
公

民
館

・
直

入
支

所
会

議
室

）

29
㈰

・
昭

和
の

日
　

・
竹

田
市

南
部

・
一

周
ぐ

る
り

ん
ツ

ー
デ

ー
ウ

ォ
ー

ク
（

竹
田

市
文

化
会

館
前

　
9:

00
ス

タ
ー

ト
）

問
竹

田
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
協

会
　

☎
62

-3
07

5

30
㈪

・
竹

田
市

南
部

・
一

周
ぐ

る
り

ん
ツ

ー
デ

ー
ウ

ォ
ー

ク
（

竹
田

市
文

化
会

館
前

　
9:

00
ス

タ
ー

ト
）

問
竹

田
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
協

会
　

☎
62

-3
07

5

月
　
間

そ
の
他

○
緑

の
募

金
（

1
／

15
〜

5
／

31
）

○
み

ど
り

の
月

間
（

4
／

15
〜

5
／

14
）

○
平

成
24

年
　

春
の

全
国

交
通

安
全

運
動

　「
お

こ
さ

ず
　

あ
わ

ず
　

事
故

ゼ
ロ

」（
4

／
6

〜
15

）　
○

未
成

年
者

飲
酒

防
止

強
調

月
間

（
4

／
1

〜
30

）　
◇

献
血

　（
５

月
１

日
㈫

　
10

:0
0-

16
:0

0・
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
◇

第
24

回
大

野
川

源
流

祭
り

10
:0

0
〜

（
５

月
３

日
・

陽
目

の
里

キ
ャ

ン
ピ

ン
グ

パ
ー

ク
）

◇
祖

母
山

山
開

き
　

11
:3

0
〜

　
山

頂
祭

（
５

月
３

日
・

祖
母

山
山

頂
）

◇
岡

藩
子

ど
も

祭
り

（
５

月
５

日
・

市
街

地
城

下
町

エ
リ

ア
）

1
㈰

・
岡

藩
城

下
町

40
0年

祭
　

岡
藩

鏡
処

刑
場

跡
に

お
け

る
鎮

魂
祭

8:0
0〜

（
鏡

処
刑

場
跡

）　
・

岡
城

桜
祭

り
協

賛
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
大

会
　

8:3
0〜

　（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

多
目

的
広

場
）　

・
岡

城
桜

ま
つ

り
〜

大
名

行
列

・
鉄

砲
隊

出
陣

・
岡

城
武

者
行

列
・

女
武

者
行

列
〜

　
11

:00
-15

:00
（

竹
田

地
域

・
岡

城
周

辺
）

問
岡

城
桜

ま
つ

り
実

行
委

員
会

　
☎

63
-26

38
　

・
常

設
企

画
展

『
幕

末
の

岡
藩

絵
師

‐
淵

野
桂
僲・

渡
邊

拈
華

』
9:0

0-1
7:0

0（
竹

田
市

歴
史

資
料

館
）

〜
5/

2ま
で

　

2
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

3
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
:3

0-
11

:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

4
㈬

・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

・
ポ

リ
オ

予
防

接
種

14
:0

0-
15

:0
0受

付
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

5
㈭

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日
　

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

:30
-1

5:3
0（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）：
要

予
約

（
☎

63
-3

34
6）

　
・

第
４

回
農

業
委

員
会

総
会

 13
:30

〜
（

竹
田

市
役

所
本

庁
３

階
委

員
会

室
）

6
㈮

・『
平

成
24

年
春

の
全

国
交

通
安

全
運

動
』

一
斉

街
頭

啓
発

日

7
㈯
8
㈰

・
下

濁
淵

火
伏

不
動

様
春

祭
り

12
:0

0-
17

:0
0（

下
濁

淵
火

伏
不

道
）

9
㈪

・
楽

し
い

甘
茶

祭
り

13
:3

0
〜

（
仏

厳
寺

）

10
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
:3

0-
11

:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

:3
0-

15
:3

0　
（

竹
田

古
町

会
場

）（
☎

63
-3

34
6）

11
㈬

・
語

り
部

と
、

竹
田

の
町

を
見

て
歩

く
会

（
9:

00
竹

田
駅

前
集

合
）

※
1　

・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

　
・

竹
田

キ
ャ

ン
パ

ス
ク

ラ
フ

ト
展

　
9:

00
-1

7:
00

（
竹

田
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
）

〜
22

日
ま

で
　

・
あ

じ
さ

い
加

工
所

「
ふ

る
さ

と
薬

膳
あ

じ
か

野
」

オ
ー

プ
ン

式
典

9:
00

〜
（

刈
小

野
）　

・
豊

肥
子

牛
市

場
（

9:
30

セ
リ

開
始

）　
・

３
・

６
・

12
か

月
児

健
康

診
査

 ※
３

か
月

児
13

:0
0-

13
:2

0受
付

 ６
〜

12
か

月
児

（
13

:3
0-

13
:4

0受
付

）
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）・

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
14

:0
0

〜
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

12
㈭

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日
・

豊
肥

子
牛

市
場

（
9:

30
セ

リ
開

始
）

13
㈮

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
13

:0
0

〜
（

岡
城

跡
駐

車
場

）
※

要
予

約
：

文
化

財
課

  ☎
63

-4
81

8
・『

平
成

24
年

春
の

全
国

交
通

安
全

運
動

』
一

斉
街

頭
啓

発
日

14
㈯

・
さ

と
う

よ
し

み
合

唱
団

練
習

日
10

:0
0-

11
:3

0（
佐

藤
義

美
記

念
館

〔
こ

の
こ

の
お

う
ち

〕）

15
㈰

・
竹

田
う

ま
い

も
の

試
食

会
10

:0
0-

14
:0

0（
道

の
駅

す
ご

う
）

　
※

入
場

無
料

　
問

農
村

商
社

わ
か

ば
（

☎
66

-3
55

3）
　

16
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

※
行

政
相

談
に

関
す

る
お

問
い

合
せ

は
、

行
政

相
談

委
員

ま
で

（
小

河
晴

義
  ☎

62
–3

66
2、

太
田

正
一

  ☎
68

–2
48

0、
渡

辺
善

照
  ☎

77
–2

06
7、

斉
藤

義
昭

  ☎
75

–2
69

2）

竹
田
市
の
こ
よ
み
4
月20
12
年

農
業

委
員

会
事

務
局

農
地

係
か

ら
の

お
知

ら
せ

　
農

地
に

係
る

各
種

申
請

受
付

の
締

め
切

り
は

、
毎

月
15

日
で

す
（

15
日

が
土

日
の

場
合

は
直

前
の

金
曜

が
締

切
日

と
な

り
ま

す
）。
●
お
問
い
合
せ

　
竹

田
市

農
業

委
員

会
事

務
局

　
☎
63
-4
81
5 

※
1　

問
竹

田
創

生
館

　
☎

09
74

-6
2-

41
00

○
保
育
所
・
保
育
園

　
３

月
31

日
㈯

　
あ

さ
ひ

ヶ
丘

保
育

園
　

２
日

㈪
　

玉
来

保
育

園
、

久
住

保
育

所
　

３
日

㈫
　

竹
田

保
育

所
、

小
羊

保
育

園
、

荻
保

育
所

、
白

丹
保

育
所

、
都

野
保

育
所

　
７

日
㈯

　
な

お
い

り
保

育
園

○
幼
稚
園

　
６

日
㈮

　
し

ら
ゆ

り
幼

稚
園

　
12

日
㈭

　
竹

田
幼

稚
園

、
南

部
幼

稚
園

、
直

入
幼

稚
園

○
小
学
校

　
11

日
㈬

　
竹

田
小

学
校

、
岡

本
小

学
校

、
豊

岡
小

学
校

、
南

部
小

学
校

、
祖

峰
小

学
校

、
　

　
　

　
　

 菅
生

小
学

校
、

宮
城

台
小

学
校

、
城

原
小

学
校

、
荻

小
学

校
、

白
丹

小
学

校
、

　
　

　
　

　
 久

住
小

学
校

、
都

野
小

学
校

、
直

入
小

学
校

○
中
学
校

　
10

日
㈫

　
竹

田
中

学
校

、
竹

田
南

部
中

学
校

、
緑

ケ
丘

中
学

校
、

久
住

中
学

校
、

都
野

中
学

校
、

　
　

　
　

　
 直

入
中

学
校

○
高
　
校

　
10

日
㈫

　
竹

田
高

校
、

竹
田

南
高

校
　

11
日

㈬
　

三
重

総
合

高
校

久
住

校
、

竹
田

支
援

学
校

入
園
式
・
入
学
式

日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
記
念
・
岡
藩
城
下
町
40
0年
祭
協
賛
事
業

中
国

少
年

・
児

童
芸

術
団

竹
田

公
演

日
　
時
　
４
月
11
日
㈬
　
16
:3
0開
場
　
・
17
:1
5開
会

会
　
場
　
竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
　
容
　
日
中
両
国
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
交
流
公
演
、
中
国
の
小
学
生

に
よ
る
中
国
舞
踊
、
古
典
楽
器
の
演
奏
ほ
か

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
文
化
会
館
　
☎
63
-2
73
4

第
８
回
岡
の
花「
楽
し
く
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
」 
9:
00
〜〔
入
場
無
料
〕

（
竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
）　
問
岡
の
花
　
☎
63
-1
85
3

第
43
回
竹
田
高
等
学
校
器
楽
部
定
期
演
奏
会
 17
:0
0
〜〔
入
場
無
料
〕

（
竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
）
問
竹
田
高
校
　
☎
63
-3
40
1　

イ
ベ
ン
ト
情
報

竹
田
市
文
化
会
館

4／
22
㈰

5／
5㈯

☆
行
政
相
談
の
お
し
ら
せ

地
域

相
談
日

時
　
間

開
　
催
　
場
　
所

竹
　

田
４

月
18

日
㈬

10
:0

0-
12

:0
0

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
相

談
室

直
　

入
直

入
支

所
　

相
談

室
荻

４
月

19
日

㈭
10

:0
0-

12
:0

0
荻

支
所

　
１

階
厚

生
室

●
お

問
い

合
せ

　
竹

田
市

総
務

課
行

政
係

　
☎

63
-1

11
1（

内
線

21
1）

竹
田
市
・
岡
藩
城
下
町
40
0年
記
念

「
市
長
が
絵
を
描
い
た
！
」
展

　
岡

藩
城

下
町

40
0年

記
念

行
事

の
一

環
と

し
て

、
首

藤
市

長
が

趣
味

で
描

き
続

け
て

い
る

絵
画

の
展

覧
会

が
つ

い
に

大
分

市
で

も
実

現
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ
い

。
期
　
間
　
４
月
８
日
㈰
〜
５
月
７
日
㈪
　
8:
00
〜
21
:0
0

会
　
場
　
大
分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

（
大

分
市

府
内

町
1-

4-
28

）

●
主
催
・
お
問
い
合
せ

　
竹

田
市

観
光

ツ
ー

リ
ズ

ム
協

会
　
☎
09
74
-6
3-
05
85

●
竹
田
市
と
ド
イ
ツ
の
中
学
生
の
交
流
の
お
知
ら
せ

　【
内
容
】 　

ド
イ

ツ
・

バ
ー

ト
ク

ロ
ツ

ィ
ン

ゲ
ン

市
の

中
学

生
６

名
が

　
　

　
　

　
竹

田
市

内
の

中
学

生
宅

で
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
し

ま
す

。
　【
期
間
】

 平
成

24
年

４
月

14
日

㈯
〜

21
日

㈯
問

竹
田

市
教

育
委

員
会

学
校

教
育

課
　
☎
63
-4
83
3
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17
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
:3

0-
11

:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

18
㈬

・
温

泉
療

養
文

化
館

「
御

前
湯

」
休

館
日
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日
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の
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20
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り
・
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リ
開

始
）
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市
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「
市

民
と

の
意
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交

換
会
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0-

20
:3
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田
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館
・

入
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館
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松

本
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館
）

22
㈰
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大

分
合
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新
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旗
争
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会
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ル
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展
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6ま
で

　
・

お
は

な
し

の
へ

や
10

:30
-1

1:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え
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ー
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34
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茶
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26
㈭
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・
荻

神
社

春
季

大
祭
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」
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・

こ
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:30

-1
5:3

0（
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ー
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㈮
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岡
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要
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化
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課
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㈯

・
さ

と
う
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し

み
合

唱
団

練
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日
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:3
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佐
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記

念
館

「
こ

の
こ

の
お

う
ち
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竹
田

市
議
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「

市
民

と
の

意
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交
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:0
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20

:3
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荻
公
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館

・
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入
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所
会

議
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㈰

・
昭

和
の

日
　

・
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田
市

南
部
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一

周
ぐ

る
り

ん
ツ

ー
デ

ー
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ォ
ー
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田

市
文

化
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00
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タ
ー
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田
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
協
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田
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田
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間
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○
緑
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募
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1
／

15
〜

5
／
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）

○
み

ど
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間
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4
／
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〜

5
／
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）

○
平

成
24

年
　

春
の

全
国

交
通

安
全

運
動
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こ
さ

ず
　

あ
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事
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ゼ
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／
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〜
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献
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５
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0
〜

（
５
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３
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５

月
３

日
・

祖
母

山
山

頂
）

◇
岡
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５
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５
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岡
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岡
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岡
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鉄
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岡
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岡
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岡
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募　集
平成24年度竹田市高齢者大学の受講生を
募集します
　生涯学習課では、概ね65歳以上の学習意欲のある方
を対象に、時事問題や一般教養、健康や文化に関する学
習会を毎月１回開催しています。
　竹田・荻・久住・直入の地域ごとに４つの学級があり、
年間３回合同学習会を行います。　
　受講を希望される方はお電話でお申し込みください。
締切り　４月20日㈮まで
●お申込み・お問い合せ　
　竹田市教育委員会生涯学習課　☎63-4817
　荻公民館　　　　　　　　　　☎68-2025
　久住公民館　　　　　　　　　☎76-0717
　直入公民館　　　　　　　　　☎75-2240

大分県専門職産育休サポーター（臨時職員）募集
　大分県では育児休業等を取得する職員の代替職員とし
て勤務する、専門職臨時職員の採用候補者名簿登録希望
者を募集します。勤務地は県の本庁及び県内各地方機関
です。
　募集職種は保健師、獣医師、薬剤師、化学、農業、畜
産、林業、水産及び総合土木で随時募集しています。
　応募要領や応募書式は県のホームページに掲載するほ
か、県庁人事課や県の振興局等でも配布します。
●お問い合せ　大分県人事課　☎097-506-2311

竹田市南部・一周ぐるりんツーデーウォーク
日　　時　４月29日㈰　28kmコース
　　　　　４月30日㈪　24kmコース
　　　　　※両日とも8:00受付　9:00スタート
集合場所　竹田市文化会館前広場
参　加　料　一般1,000円　高校生以下500円
　　　　　（保険料含む。1日参加、2日参加でも同額）
申込期限　４月22日㈰まで
●お問い合せ・お申込み　大分県竹田ウォーキング協会

事務局　TEL/FAX　62-3075

補　助
地域づくりを支援します！

「平成24年度竹田市元気づくり支援事業」
　この事業は、自治会や公共的な活動を行っている団体
等を対象に、次に挙げる活動等に対し、原則的に活動費
の半額までを補助するものです。
⑴地域振興や観光ＰＲ等のためのイベント
⑵地域による地域のための活動、及びそれに資する事業
⑶地域の伝統文化を守るための事業
⑷地域の安心・安全に資する事業
⑸その他、地域の活力維持や活性化に資する事業
　詳しい内容につきましてはお問い合せください。
　本事業に申請される団体等の代表者の方は、各地域の
担当課に５月11日㈮までにお申込みください。
●お問い合せ・申請先
　〔竹田地域〕竹田市企画情報課　　　　　　☎63-4801
　〔荻　地　域〕竹田市荻支所いきいき市民課　☎68-2211
　〔久住地域〕竹田市久住支所いきいき市民課☎76-1111
　〔直入地域〕竹田市直入支所いきいき市民課☎75-2211

登　録
銃砲刀剣類登録審査会の日程をお知らせします
平成24年度銃砲刀剣類登録審査会日程

月　日 時　間 会　　　場
５月９日㈬ 13:00 〜 17:00 県庁舎別館８階84会議室
７月11日㈬ 13:00 〜 17:00 県庁舎別館８階84会議室
９月12日㈬ 13:00 〜 17:00 県庁舎別館８階84会議室
11月14日㈬ 13:00 〜 17:00 県庁舎別館８階84会議室
１月９日㈬ 13:00 〜 17:00 県庁舎別館８階84会議室
３月13日㈬ 13:00 〜 17:00 県庁舎別館８階84会議室

※都合により会場が変更になる場合もあります。
〔備考〕
１　「銃砲刀剣類登録証」がついていない古式銃砲や刀

剣類は所持できないので、必ず県教育委員会の銃砲刀
剣類登録審査会に出向き、登録証の交付を受ける必要
があります。

２　会場には現物と発見届出済証・登録手数料（１件
6,300円）を持参してください。代理人でも結構です。

（ただし家族以外の代理人は、委任状が必要です）
３　登録証を紛失した場合は、登録証の再発行を受けな

ければなりません。（再交付手数料：１件3,500円）
４　未登録物件の所持・売買はできません。
５　銃砲刀剣類の登録に関するお問い合せは、大分県教

育庁文化課（☎097-536-1111　内線5497・5498）まで

採用試験
平成24年度警察官Ａ（大学卒業程度）採用募集
○申込受付期間　平成24年４月２日㈪〜 20日㈮まで
　（インターネットでは４月２日から13日まで）
○第１次試験日及び試験会場
　５月13日㈰　大分県立大分商業高等学校
○試験種類及び採用予定者数
　・警察官Ａ（大学卒業程度）　50人
　・警察官Ａ（女性・大学卒業程度）　４人
※採用予定者数は今後の欠員等の状況により変更になる

場合があります。
○受験資格

試験種類 年齢・性別 学　歴

警察官Ａ（大
学卒業程度）

昭和54年４月２
日以降に生まれ
た男性

学校教育法による大学
（４年制以上のもの）を
卒業した者、または平
成25年３月までに卒業
見込みの者

警察官Ａ（女
性・ 大 学 卒
業程度）

昭和54年４月２
日以降に生まれ
た女性

●お問い合せ　竹田警察署総務課　☎63-2131
　（またはお近くの交番、駐在所にお問い合せください）

検察審査会
検察審査会にご相談を！ 〜５月１日から憲法週間〜
　交通事故、詐欺などの被害に遭って、警察や検察庁に
訴えたが、検察官がその事件を裁判にかけてくれない。
こんな不満をお持ちの方は検察審査会にお気軽にご相談
ください。相談料は無料ですし、秘密は固く守られます。
　詳しいことは、大分市荷揚町7番15号大分地方裁判所
内大分検察審査会事務局（☎097-532-7161）にお問い
合わせください。

information
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平成25年歌会始の詠進要領
　平成25年歌会始のお題「立」と定められました。
お題は「立

りつ
」ですが，歌に詠む場合は「立」の文字が詠み

込まれていればよく、「立
りっ

志
し

」「立
りっ

春
しゅん

」のような熟語にしても、
また、「立

た
つ」、「立

た
ち上がる」のように訓読しても差し支え

ありません。
○詠進歌の詠進要領
１　詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首と

し，未発表のものに限ります。 
２　書式は、半紙（習字用の半紙）を横長に用い、右半分

にお題と短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番号、氏
名（本名、ふりがなつき）、生年月日及び職業（なるべく
具体的に）を縦書きで書いてください（書式図参照）。

　〈書式図〉 （横長）

〇無職の場合は，「無職」と書いてください（以前に職業に
就いたことがある場合には，なるべく元の職業を書いて
ください）。 

　なお、主婦の場合は，単に「主婦」と書いても差し支え
ありません。 

３　用紙は、半紙とし、記載事項は全て毛筆で自書してく
ださい。ただし、海外から詠進する場合は、用紙は随意

（但、半紙サイズ24cm×33cmの横長）とし、毛筆でなく
ても差し支えありません。 

４　病気または身体障害のため毛筆にて自書することがで
きない場合は下記によることができます。 
⑴代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所及び

氏名を別紙に書いて詠進歌に添えてください。 
⑵本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。

この場合、これらの機器を使用した理由を別紙に書い
て詠進歌に添えてください。 

⑶視覚障害の方は、点字で詠進しても差し支えありませ
ん。  

○詠進の期間
　お題発表の日から９月30日までとし，郵送の場合は、消

印が９月30日までのものを有効とします。
○郵便のあて先
　「〒100-8111 宮内庁」とし、封筒に「詠進歌」と書き添

えてください。詠進歌は、小さく折って封入して差し支
えありません。
●お問い合せ　疑問がある場合には、直接，宮内庁式部職

あてに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手をはっ
た封筒を添えて、９月20日までに問い合わせてください。

　宮内庁ホームページ　http://www.kunaich.go.jp/

生活情報
洗濯機をご愛用の皆様へ

指を大けがする事故に気を付けてください！
　洗濯・脱水槽が確実に停止してから洗濯物を取り出し
てください。
　洗濯・脱水槽が完全に止まる前に、洗濯物を取り出そ
うとすると、衣類が指にからまり、大けが（時には指を
切断）をします！ゆっくりした回転でも危険です。

《こんな時は故障のおそれがあり危険です》
①脱水途中にフタを開けても15秒以内に洗濯・脱水槽

が止まらない時。
②フタロックが解除されても（脱水終了音が鳴っても）、

洗濯・脱水槽が止まらない時。
　速やかにご購入の販売店もしくは、下記までご相談く
ださい。ただし、機種によっては修理ができない場合も
ございますので、ご了承願います。
●一般社団法人日本電機工業会お問い合わせ先

会　社　名 電話番号
LG Electronics Japan株式会社 0120-813-023
三洋電気株式会社 0276-61-9826
シャープ株式会社 0120-078-178
東芝ホームアプライアンス株式会社 0120-584-488
パナソニック株式会社 0120-871-353
日立アプライアンス株式会社 0120-3121-11
三菱電機株式会社 0120-139-365
〔受付時間〕　9:00 〜 17:00（土日・祝日は除く）

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎63-1101
①営業・配達１人14.4万　②建築技術者１人20 〜 33万
③栽培作業員１人11.5万　④葬儀作業員１人13.8万円
⑤事務員１人17.6万円　⑥接客係２人15 〜 20万　⑦ガ
ソリンスタンド販売員１人13.2万　⑧養鶏作業員１人
25万　⑨売店スタッフ１人15 〜 15.5万　⑩介護職員１
人12.3 〜 14.9万　⑪料理長１人25 〜 30万　⑫バス運
転手１人15 〜 18万
〔パート求人（時給）〕
⑬送迎運転手１人700円　⑭配車係１人850円　⑮食品
加工・配送・販売員１人650 〜 750円　⑯准看護師１人
1200円　⑰清掃員１人800円　⑱弁当販売製造員１人
750円　⑲事務員１人750 〜 800円　⑳ホームヘルパー
１人1100 〜 1200円　㉑調理係１人700 〜 900円　㉒
ホールスタッフ１人850 〜 900円　㉓接客係１人800円
㉔レジ係１人680円

❼
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休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ

そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診

療します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医療機関 電話番号

４月１日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

４月７日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

４月８日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

４月14日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

４月15日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

４月21日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

４月22日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

４月28日㈯
みやわき小児科（三重町）※午前 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町）※午前 0974-22-6333
竹田市立こども診療所  ※午前 0974-63-3838

４月29日㈰ みやわき小児科（三重町）※午前 0974-24-0230
４月30日㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
５月３日㈭
　〜６日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8:30 〜 11:30（こども診療所は9:00 〜 11:30）
診療時間　9:00 〜 12:00（三重東クリニックは8:30 〜 12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているとこ

ろがあります。
○豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）
　http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科（☎0974-24-0230）
　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック（☎0974-22-6333）
　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所（☎0974-63-3838）
　http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所　（☎0974-22-0162）

受診時の注意
　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。　
　あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎63-0119）に
お電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が
休みの場合は、あらかじめ用意されて約束処方となること
がありますので、ご了承ください。

information

◇たけた市民チャンネル４月特番
竹田エコミュージアムシンポジウム
【放送日】
 第１部  ４月14日、21日、28日、５月５日　土曜日 20:00 ～
 第２部  ４月15日、22日、29日、５月６日　日曜日 20:00 ～

　3月18日㈰に、竹田市総合社会福祉センターで開催され
ました竹田エコミュージアムシンポジウムの模様を第１
部、第２部に分けてお届けします。
　第１部では、横浜国立大学大学院工学研究院教授の大原
一興氏による基調講演と、民家の甲子園で2011年度全国
３位に輝いた竹田高校民俗部による発表。また、第２部で
は「自律型まちづくり」をテーマに行われたパネルディス
カッションの模様をお届けします。ぜひ、ご覧ください。

※都合により番組内容が一部変更する場合があります。
●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター
　　　　　　　☎76-1415

竹田の話題がまるごと観られるのはＴＣＴだけ !!

たけたケーブルテレビ

歯科休日当番医院
当 番 日 医療機関 電話番号

４月１日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
４月８日㈰ 高山歯科医院（竹田） 0974-63-2561
４月15日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
４月22日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
４月29日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024
４月30日㈪ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/

歯科在宅当番医制の診療時間が変更になります
　現在、歯科在宅当番医制については、県歯科医師会及び
県内の各郡市歯科医師会のご協力のもとで、休日の診療体
制を確保していますが、地域や時間帯によっては来院患者
がほとんどいない等、当番医に過大な負担が生じている状
況です。つきましては、24年度から、下記のとおり診療時
間を短縮して実施することになりました。

竹田市 現　行 平成24年度
9:00 〜 18:00 9:00 〜 12:00

●お問い合せ　大分県医療政策課医療政策班
　☎097-506-2652
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